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概要 

 

１ 公社を取り巻く社会環境と公社の現状 

団塊世代が後期高齢者となる平成３７年まであと 10 年，社会保障制

度の改革が喫緊の課題となり，国は平成 27 年 4 月施行予定の介護保険

制度改正で「地域包括ケアシステムの構築」と「介護保険制度の持続可

能性の確保」を目指すとしています。このうち「地域包括ケアシステム

の構築」においては，これまで介護保険の予防給付の一部であった訪問

介護・通所介護が，市町村が取り組む地域支援事業に移行するなど，公

社が培ってきた市民相互の助け合いによる事業がますます重要となって

きます。 

一方，平成 25 年度は公社が公益財団法人に移行して２年目の年であ

りました。これまで公社事業の推進に当たっては，市民や地域の福祉に

資するという「公共性」の観点に立ち，支え合える地域づくりと市民生

活の充実を図り，住み慣れた地域で生涯安心して生活できる地域社会を

創造するという公社の理念に沿って運営して参りました。 

そして，今後も公社が公益法人としてその公益性を発揮していくに当

たり，職員が公社の理念及びその使命について認識を深め共有化する必

要があると考え，全職員に対し４回にわたり「理念・使命研修」を実施

しました。この研修を通じて職員一人ひとりがそれぞれの仕事の中で，

その公益性とは何かを改めて問い直す機会となり，今後の事業展開にお

ける基礎固めをすることができました。 

さらに，公社では日々のサービス提供の中で収集した利用者のニーズ

 

調布ゆうあい福祉公社の「理念」 

公社は，市民相互の助け合いと自立支援のための質の高いサービ

スの提供を通じて，あたたかい地域づくりを目指します 

 

・住み慣れた地域で安心して生活を続けられるようサポートします 

・利用者の尊厳を守り，その人らしい生活を支援します 
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や情報を分析，研究し，地域社会に必要なサービス実践を行う「循環型

システムの推進」や，インフォーマルサービス（住民参加型）とフォー

マルサービス（介護保険制度等）の「総合的・一体的なサービス提供」

を行っています。また，公社のもつネットワークを基盤に，行政や地域

の医療・保健・福祉の機関との連携を図り，介護保険事業のほか，従来

の市民相互の助け合いによる住民参加型事業や，市からの受託事業も含

めたシステムの構築について取り組んでいます。このようなことを踏ま

え，平成 24 年度に作成した中期計画（計画期間：平成 25 年度～29

年度）に沿った事業の取組を今後も進めていきます。 



 

４ 

 

２ 重点事業の取組 

（１）公益財団法人として地域における福祉，介護サービスの資質向上

への取組 

公益財団法人として地域における福祉，介護サービスの資質向上への

取組として，訪問介護係では他事業所へ介護研修の講師派遣や，公社協

力会員等への講師として実践の経験をいかした内容での講義を行いまし

た。また，平成 24 年度に引き続き公社の内部研修やケースカンファレ

ンス，そして法律相談等の専門相談を公開しました。   

ホームヘルパーフォローアップ研修では，実際に就労している介護職

員も参加しやすい夜間帯に研修を開催し，地域の介護サービスの資質向

上に努めました。 

 

（２）食事サービス事業の改善に向けた具体的な取組 

食事サービス事業の改善に向けて，平成２５年度は平成２４年度に取

りまとめた「食事サービス事業のあり方に関する報告書」（平成２５年３

月発行）並びに平成２５年度～２９年度を計画期間とする５ヶ年のロー

ドマップの具体的な取組として，食事サービスパンフレット（高齢者向

け）をわかりやすいものへと刷新するとともに，新たに産前産後・子育

て中の方向けのパンフレットを作成しました。専門職が関わることで「必

要な人が，いざという時，助けてもらえる・見守ってもらえる・相談で

きる」という公社の食事サービスの特徴を明確にし，民間サービスとの

区別化を図り，サービスの利用拡大に努めました。 

また，地域包括ケアシステムの生活支援として期待される，配食の役

割と見守りの強化では，市内の配食サービス事業者に呼びかけ，見守り

も含めたサービスの資質向上を目的として「調布市食事サービス連絡会」

を開催しました。平成２４年度は準備会として開催しましたが，平成  

２５年度においては正式に連絡会として開催し，今後も情報交換の場と

して継続していくことを確認しました。 

今後の事業展開において，多世代にわたる協力会員の確保が必要にな

ることから，その第一歩として子育て中の若い世代に公社の食育活動を

知っていただくための事業として，親子料理教室を開催しました。若い

世代に公社の食事サービスでは，素材を大事に手作りしていること，そ

してお互いさまの支え合いの活動（住民参加型サービス）であることを

知っていただくことができました。今後も若い世代に対して公社事業を
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PR し，協力会員の拡大を図って参ります。 

専門職と協力会員との協働体制の見直しでは，実際に配達に携わる協

力会員が中心となって公社の専門職の意見も反映させた配達マニュアル

等，食事サービスに関するマニュアル類を改訂しました。また安全運転

管理者と配達協力会員，栄養士と調理協力会員が協働することにより，

安全で円滑な事業を推進することができました。 

 

（３）高齢者の見守り体制の強化 

高齢者の見守り体制の強化については，見守りの役割も期待される食

事サービスにおいて，前述の「食事サービス事業のあり方に関する報告

書」を基に，食事サービス事業の改善とともに見守りの強化にも取り組

んでいます。具体的には，公社専門職と配達協力会員との利用者情報の

共有や，緊急時の迅速・適確な対応の手順や方法などの検討を行いまし

た。 

また「調布市食事サービス連絡会」の開催により，市内の配食サービ

ス事業者とのネットワークを構築することで，高齢者等の地域での見守

り体制を強化しました。 

 

（４）認知症の方を支える地域づくり及び家族介護者への支援の推進 

認知症の方を支える地域づくり及び家族介護者への支援の推進につい

ては，「調布市認知症高齢者等を介護する家族支援マップ」の発行，「認

知症の理解を深める」をテーマにした福祉講演会の開催，地域での勉強

会等への講師派遣，認知症サポーター養成講座の開催，デイサービス等

の家族会の実施に取り組みました。 

主な取組の一つ目は家族介護者や，その支援を行っている援助者に対

する情報提供として，「調布市認知症高齢者等を介護する家族支援マップ」

を平成 26 年 1 月に発行しました。関係団体を通じて市民に配布し，ま

た新聞紙上でも紹介されるなど大きな反響がありました。 

二つ目に，福祉講演会では「認知症の理解を深める」と題して若年性

認知症の方のデイサービスや家族介護者支援を先駆的に実践している，

「ＮＰＯ法人町田市つながりの開(かい)」理事長の前田隆行氏を講師に，

講演会を開催しました。当日は前田氏とともに若年性認知症の当事者の

方にお話をいただきました。講演会には 251 名の参加があり，参加し

た認知症の当事者からは「本当は怖かった，でもがんばっていけそう」，

介護している方からは「若年性認知症に特化したデイサービスや介護者
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同士の情報共有の場がない」などの声がありました。公社としても今後

若年性認知症の方も含め，介護者同士が気軽に集える認知症カフェ（だ

れでもカフェ）の開催等を検討して参ります。 

その他にも，家族介護者への支援では国領デイサービス，ぷちぽあん，

地域包括支援センターの各事業の中で家族会を開催しました。 
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事業報告  

Ⅰ．高齢者及び障害者等の生活支援に関する事業 

 

１ 有償在宅福祉サービス事業  

公社が理念として掲げる，住み慣れた地域で介護が必要になっても自

宅で家族や親しい方々とともに，安心して生活を送りたいという願いの

実現に向けた，支え合いの地域づくりを目指し事業を推進しました。 

昨今のサービス利用に至る特徴は，公的な制度では対応できないニー

ズへの支援や，介護保険サービスを利用するまでの短期間の支援，また，

急な疾病により生活に支援が必要となった方が多いため，柔軟で即応性

のあるサービスの提供が求められました。 

福祉機関だけでなく，地域住民からの紹介や相談で，サービス利用に

つながる人も多く見られ，困り事を地域で相談・解決できる関係を構築

することは，地域包括ケアシステムを推進する上で重要であることから，

住民同士で支え合う地域づくりに努めました。 

さらに，地域包括支援センターや他機関，民間事業者など様々な機関

との連携を図ることで，公社がセーフティネットとしての役割を果たし，

高齢者や障害者などが安心して地域で生活を続けられるための支援を行

いました。 

 

（１）ホームヘルプサービス  

事業目的  実施内容  評価  

利用会員のニーズに

個別に対応すること

で，安心して，より

豊かな生活を送るこ

とができるよう在宅

生活を支援する。ま

た，利用会員の家族

介護者の負担軽減を

図る。  

協力会員によるホームヘルプサービ

スの提供を行った。 

利用者数：2,135 世帯 

（月平均：177.9 世帯） 

利用件数：8,695 件 

（月平均：724.6 件） 

利用時間：15,401 時間 

（月平均：1,283.4 時間  

地域の支え合いに

よって，利用会員一

人ひとりのニーズ

に個別に対応する

ことができ，安心し

て，より豊かな生活

を送る支援ができ

た。  

 



 

８ 

 

（２）食事サービス  

事業目的  実施内容  評価  

食 事 の 確 保 を は じ

め，低栄養の改善，

介護者の負担軽減，

食育の視点を持った

支援を行うことによ

り生活の質の向上を

図る。配達時の声か

けや見守りを行うこ

とにより，孤立を防

止し，住み慣れた地

域の中で，安心して

生活を送ることがで

き る よ う に 支 援 す

る。 

食事サービスパンフレット（高齢者

向け）をわかりやすいものへと刷新

するとともに，新たに産前産後・子

育て中の方向けのパンフレットを作

成し，健康推進課や子ども家庭支援

センターすこやかを通じて配布し

た。 

地域包括支援センターや居宅介護支

援事業所等を対象に行った試食会を

通して，専門職が関わることで「必

要な人が，いざという時，助けても

らえる・見守ってもらえる・相談で

きる」という公社の特徴を明確にし，

民間サービスと区別化することで，

利用拡大に努めた。 

・宅配を実施し，栄養バランスを考

えた手作りの食事を届けるととも

に，見守り・様子確認を行った。 

利用者数：1,859 人 

（月平均：154.9 人） 

利用食数：35,441 食 

（月平均：2,953.4 食） 

・市内福祉機関等で必要とする食事

の支援を行った。 

食事の配達と協力会員派遣による調

理支援を行った。 

①宅配方式  1 ヶ所 

入間町地域密着型認知症デイサービ

スぷちぽあん 

②宅配，ホームヘルプ併用方式 

1 ヶ所 

子ども家庭支援センターすこやか 

③ホームヘルプ方式 4 ヶ所 

低栄養の改善や利

用者・その介護者等

の負担を軽減し，自

立に向けた支援を

行うことができた。

また，様子の確認，

見守りを行うこと

により，利用者の生

活の安心・安全につ

なげることができ

た。実際に，見守り

がきっかけとなり，

「母さん助けて詐

欺（振り込め詐欺）」

を未然に防止する

ことができた。 
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すてっぷ，フレンズ，じゃんぷ（以

上，知的障害者グループホーム），こ

ぶしの花深大寺（認知症高齢者グル

ープホーム） 

④レストラン方式 1 ヶ所 

調布市国領高齢者在宅サービスセン

ター 

食事サービスの総食数（年間） 

49,655 食（平成 24 年度

49,284 食） 

 

（３）会員交流事業  

事業目的  実施内容  評価  

住民同士の支え合い

を意識し，会員が健

康でいきいきと生活

できるよう生きがい

の創出を図る。 

平成 26 年 2 月９日（日）に演奏会

及び懇談会を予定していたが，大雪

の予報のため，参加者の安全を考慮

し前日に中止を決定した。 

大雪で中止とした

が，次年度以降は，

安定した事業運営

を行うため，開催時

期を検討する。 

 

（４）会員慶弔  

事業目的  実施内容  評価  

独居や家族と疎遠な

高齢者等へコミュニ

ケーションの機会を

創出し，安心して日

常生活を過ごすこと

ができるよう支援す

る。  

会員の慶事（利用会員の誕生日）に

は，訪問してミニブーケを届けた。

逝去に際しては弔電により弔意を表

した。 

誕生日の記念品贈呈：262 人 

             （月平均 22 人） 

弔電：1 人（利用会員 1 人） 

コミュニケーショ

ンの機会の創出と

ともに，会員に対す

る慶弔の意を表す

ことができた。 
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２ 生活支援コーディネート事業  

生活支援コーディネート事業「ちょこっとさん」は市民（登録ボラン

ティア）の参加と協力を得ながら生活支援サービスを実施し，地域包括

ケアシステムを推進しています。ちょっとした「手助け」で自立した生

活を送ることができるサービスとして，高齢者等に利用されています。 

平成 25 年度は，更に多くの方に「ちょこっとさん」を知っていただ

けるように，市内で実施されているふれあい給食の会場，高齢者会食な

どへ出張説明を行い，広報を強化しました。 

また，これまで公社が蓄積してきた事業のノウハウを，野ヶ谷の郷「ご

近所支え合い隊」等に提供し，小地域の活動をサポートするとともに連

携を深めました。こうした取り組みにより，地域包括支援センターや社

会福祉協議会等を経由する相談も増え，市内相談機関と連携しながら支

援を行うことができました。 

 

（１）生活支援事業「ちょこっとさん」  

ア 生活支援事業「ちょこっとさん」  

事業目的  実施内容  評価  

高齢者の在宅生活を

維持することができ

るように，「ちょっと

した」困りごとの相

談と必要なサービス

の提供または紹介を

行う。 

30 分程度でできる「ちょっとした」

お手伝いを行った。また，地域の各

種サービスを紹介した。 

相談件数：218 件 

利用件数：156 件 

新規相談件数：６7 件 

登録ボランティア数(平成２5 年度

末現在) ８5 人 

身の回りのちょっ

とした生活支援を

行うことで，一人

暮らしの高齢者等

の在宅生活の維持

につながった。 

 

イ 登録ボランティア説明会と研修会 

事業目的  実施内容  評価  

地域で事業の広報を

行い，サービスを担

う市民（登録ボラン

ティア）を募集する。

また，登録ボランテ

ィアが安心してサー

ビスに携わることが

・登録ボランティア説明会（協力会

員登録説明会と合同） 全 8 回 

①6 月 14 日（金） 

②7 月 8 日（月） 

③10 月 4 日（金） 

④11 月 14 日（木） 

⑤1 月 16 日（木） 

介護予防，地域福

祉 の 担 い 手 の 育

成，地域福祉ネッ

トワークの育成を

行 う こ と が で き

た。  
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できるよう交流を図

りながら，サービス

に関わる情報交換や

実習体験を行う。  

⑥1 月 28 日（火） 

⑦2 月 18 日（火） 

⑧3 月 13 日（木） 

・登録ボランティア研修 

①「暮らしと個人情報」 

6 月 18 日（火） 

講師：村井祐一氏（田園調布学園大

学教授） 

参加者：59 人（公開研修，協力会

員研修と合同） 

②「ストレスマネジメント」 

12 月 13 日（金） 

講師：松島直子氏（株式会社アンサ

ー／保健師） 

参加者：17 人 

（公開研修，協力会員研修と合同）  

③「接遇研修」 

2 月 14 日（金） 

講師：三島理枝氏（人材育成コンサ

ルタント） 

参加者：12 人 

（協力会員研修と合同）  
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３ 在宅福祉サービスに関する相談事業  

高齢者，障害者，病弱者及びひとり親家庭等の総合相談の窓口として，

公社が展開している地域包括支援センターや多種の介護保険事業によっ

て蓄積した情報やノウハウを活用し，日常生活や健康に関する相談に応

じました。また，地域の機関と連携しながら，公社の持っている情報や

ネットワークを駆使し，最適な支援につなげるなど，問題解決に向けて

対応しました。24 時間 365 日対応することで，市民の誰もが，いつで

も相談ができる安心や，信頼感を築くことができました。 

医師及び弁護士による専門相談については，地域における福祉，介護

サービス人材の資質向上への取組を進めるため，公社と関わりのある市

内関係機関等の法人に公開し，実施しました。 

 

（１）在宅福祉サービスに関する生活相談  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

生活相談 

（市民） 

地域で暮らす

高齢者等が身

近な窓口で相

談ができ，安心

して暮らすた

めに，生活支援

の視点に立っ

て高齢者等の

生活相談に応

じ，関係機関と

連携を図りな

がらホームヘ

ルプサービス

等の在宅福祉

サービス情報

を提供する。 

住民参加推進係・居宅介護支援

係・地域包括支援センター係の

ソーシャルワーカー・看護師が

電話，来所，訪問等による相談

を行った。  

電話相談：9,478 件 

来所相談：1,015 件 

訪問相談：5,522 件 

その他 ：1,255 件 

年間合計：17,270 件 

市民の身近な相

談窓口として，

関係機関と連携

を図りながら，

介護や健康等の

相談に応じるこ

とで，住み慣れ

た地域で安心し

た在宅生活を送

るサポートがで

きた。また，必

要に応じホーム

ヘルプ等の在宅

福祉サービス情

報を提供した。 

生活相談 

（会員） 

 

日常生活相談

や利用者一人

ひとりのニー

ズにあったサ

ービス調整を
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行う。住み慣れ

た地域で安心

して在宅生活

を送れるよう

支援する。 

健康訪問相

談 

（会員） 

心身の健康に

関する相談や

必要な指導，助

言を行うこと

により，家庭に

おける健康管

理や健康の増

進を図ること

ができるよう

支援する。 

 

（２）医師による健康相談  

事業目的  実施内容  評価  

心や体の悩みにつ

いて ,専門医に相

談する機会を提供

する。 

公社相談医による個別相談 

対象：市民，利用会員，協力会員，市

内関係機関 

相談日：隔月に各 1 日 

①内科相談：７件 

かかりつけ医・家庭医の探し方や生活

習慣病についてなどの健康上の相談

を受けた。 

②神経科相談：９件 

心の悩みや精神的な病について相談

を受けた。 

専門医による個別相

談の場を提供するこ

とにより，市民の精

神的，身体的不安を

軽減できた。公開後，

福 祉 関 係 機 関 か ら

の，相談実績にはつ

な が ら な か っ た た

め，今後，広報や周

知等の方法を検討す

る。 
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（３）弁護士による法律相談  

事業目的  実施内容  評価  

市民生活の中で発

生する法律的な悩

みを専門家に相談

する機会を提供す

る。 

公社顧問弁護士による相談を行った。

身近な生活の問題から財産・遺産相談

など法律上の相談を受けた。9 件 

対象：市民，利用会員，協力会員，市

内関係機関 

相談日：隔月に１日 

法律的な悩みを専門

家に相談する機会を

提 供 す る こ と に よ

り，安心して在宅生

活を送るための支援

ができた。公開後，

福 祉 関 係 機 関 か ら

の，相談実績にはつ

な が ら な か っ た た

め，今後，広報や周

知等の方法を検討す

る。 

 

（４）福祉用具等の相談，貸出，紹介  

事業目的  実施内容  評価  

入 院 中 の 一 時 外

出，外泊などの場

合に，購入するこ

となく福祉用具を

利用することや，

在宅で自立した生

活を送るために適

した福祉用具を選

ぶことができるよ

う支援する。 

相談を受け，福祉用具・介護用品等の

紹介，貸出，業者の紹介をした。 

貸出件数：166 件 

高齢者等や家族が，

介護に必要な福祉用

具や介護用品を安心

して利用できるよう

支援ができた。 
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４ 居宅介護支援事業  

介護保険法を遵守しながら，利用者の望む暮らしが実現できるように，

アセスメントを適切に行い，介護保険サービスのみならず，地域の社会

資源を取り入れたケアマネジメントを行いました。多くの課題（認知症，

精神疾患，経済環境など）を抱えた利用者に対しては，行政や他機関，

利用者を支える地域の方々等と連携を取りながら対応し，支援しました。 

特に平成 25 年度は，初夏からの猛暑，冬の寒さや大雪等厳しい気象

の影響で体調を崩す利用者が多く，緊急の受診や入院対応など適切な支

援をしました。 

また，介護支援専門員調布連絡協議会の役員として運営を担い，地域

のケアマネージャーの研修企画等に関わることで，地域の福祉人材の資

質向上の支援に努めました。 

 

（１）居宅介護支援，居宅介護予防支援事業  

事業目的  実施内容  評価  

介護保険サービス等

を活用し，利用者の

意欲，可能性が最大

限に引き出され，そ

の人らしさを大切に

し，住み慣れた地域

で安心して暮らし続

けることができる生

活を実現するための

支援を行う。 

アセスメントに基づき，介護保険サー

ビスのみならず，個々の利用者にとっ

て必要かつ効果が期待できるサービ

スも視野に入れ，ケアプランを作成し

た。介護予防給付の利用者に対しては

意欲や可能性を引き出せるようにと

もに考えながら支援した。また，定期

的に利用者状況を確認し，合理的・効

果的にサービス提供ができているこ

とについて，評価した。 

介護保険ケアプラン作成及び給付管

理件数：1,385 件（平成 24 年度

1,447 件） 

介護予防ケアプラン作成及び給付管

理件数：148 件（平成 24 年度 149

件） 

認知症や家族関

係など複雑な問

題を抱えた利用

者を含め，定期的

な観察と他機関

との連携を図り

ながら，利用者が

安心して生活を

送ることができ

るように支援す

ることができた。 
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５ 調布市地域包括支援センターゆうあい事業  

市内最多の高齢者人口を有する地区を担当しており，地域のセーフテ

ィネットとして，また，地域包括ケアを支える拠点として，高齢者や障

害を持つ人が地域で安心して暮らせるよう努めました。 

地域ケア会議は，「生活を支える資源を考える」をテーマとして開催

しました。地域の関係団体の方々と共に，10 年後に予測される社会状

況について学び，地域包括ケアシステムの構築に向け，必要な地域資源

について話し合い，理解を深めました。 

 地域包括支援センターゆうあいの周知度向上のため，出張説明会の企

画，提案，開催を行いました。また，見守りネットワーク事業担当を中

心に，地域の行事へ積極的に参加し，PR を行ってきました。 

 

（１）地域包括支援センター事業  

ア 総合相談事業 

事業名  事業目的  実施内容  評価  

総合相談事

業 

 

地域の高齢者の

相談にニーズに

合った内容を具

体的に助言し，

家族の介護負担

を軽減する。地

域の高齢者等が

困ったときに気

軽 に 相 談 が で

き，安心して住

み慣れた地域で

暮らせるよう支

援を行う。 

訪問，電話，来所による面接を

通じた総合的な相談に基づき，

生活の実態やニーズの把握を

行い，医療・保健・福祉などの

必要なサービスや関係機関へ

の紹介等を行った。 

対象：高齢者，家族等 

実態把握人数：1,037 人  

相談件数：7,730 件 

必要に応じた適

切なサービスの

紹介等を行うこ

とで，高齢者や

その家族等が安

心して在宅生活

を継続すること

ができた。 

判定・申請

代行 

高齢者が調布市

の必要な高齢福

祉サービス等を

選択し利用する

ことができるよ

う身近な窓口と

して，高齢者の

来所，訪問による面接を通じて

各種判定業務・介護保険申請代

行等を行った。 

判定件数：364 件 

 

 

高齢者やその家

族等が在宅生活

を継続する上で

必要な福祉サー

ビスに適切につ

ながるよう支援

することができ
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自立に向けた適

切な情報を提供

し，必要な手続

きを行う。 

た。 

 

イ 地域ネットワーク 

事業名  事業目的  実施内容  評価  

地域ケア会

議 

高齢者等が安

心して生活で

きる地域づく

りを行う。 

地域包括ケアシステムの構築

を目指して「生活を支える資源

について考える」をテーマに住

み慣れた地域が今後どのよう

に変化するか，その上で「生活

上不安を感じることってどん

なこと」，「現状の相談窓口の活

用法」について 2 回に渡り話し

合った。それを踏まえて第３回

に地域づくりのためにできる

事を地域で実践している団体

からの発表を交えて話し合い

の場を持った。 

①7 月１０日（水） 

対象：民生児童委員，広報協

力員，地域団体（自治会，老

人クラブ，地区協議会関係

者，サービス事業所等） 

出席者：１８人 

②10 月２３日（水） 

対象：民生児童委員，広報協

力員，地域団体（自治会，老

人クラブ，サービス事業所

等） 

出席者：１７人 

③3 月１２日（水） 

対象：民生児童委員，広報協

力員，地域団体（自治会，老

参加者より，意

見交換の場とし

て有意義であっ

たとの感想が毎

回あった。 

この意見交換を

通じ，地域で行

っている活動の

場，相談窓口や

介護保険サービ

ス，介護保険外

のサービスなど

についての知識

を地域住民や関

係 団 体 と 共 有

し，理解を深め

る こ と が で き

た。 

今後は，参加対

象者の拡大のた

めの工夫が必要

である。 
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人クラブ，サービス事業所

等） 

出席者：２１人 

広報協力員

研修，連絡

調整会  

市民の立場で

地域包括支援

センターと地

域をつなぐ役

割を持つ広報

協力員と，定期

的な連絡会・研

修を実施する

ことにより，市

民への広報と

啓発に努める。 

 

研修，連絡調整会を開催した。 

4 月 24 日(水) 

委嘱式＊（＊は調布市全体） 

5 月 8 日(水) 

新年度挨拶・今年度の計画に

ついて 

5 月 22 日(水)，6 月 11 日(火) 

民生児童委員と広報協力員

の連絡会 

7 月 29 日(月) 

地域密着型介護老人福祉施

設入所者生活介護「神代の

杜」見学 

９月 17 日(火) 

前期振り返り・研修先のマッ

プへの落とし込み作業 

10 月 1 日(火) 

ＰＲ訪問の準備 

1 月 14 日（火） 

ＰＲ訪問まとめ 

２月 25 日（火） 

全体研修＊ 

３月 5 日（水） 

振返り  

民生児童委員と

の顔合わせが，

互いの業務につ

いて理解を深め

る機会となり，

広報協力員のス

ムーズな活動に

つながった。ま

た平成 25 年度

までの研修先を

マップに落とし

込むことで，地

域資源の役割等

の再確認を行っ

た。その結果，

地域資源や制度

への知識がより

深まり，広報協

力員が各々の広

報と啓発活動に

いかすことがで

きた。  

広報協力員

ＰＲ訪問 

広報協力員が

市民の立場で

支援センター

と地域をつな

ぐ広報訪問を

継続して行う。 

 

市民の視点で，支援センターや

市の各種施策，介護予防事業等

の紹介，みまもっとの PR を行

った。 

・新規訪問 １回 

対象：70 歳以上の世帯で，高

齢者の総合相談窓口の案内を

希望した世帯 

支援センターの

普及・啓発がで

きた。また，具

体的な相談やサ

ービスが必要と

思われる方を支

援センターにつ

なぎ，介護保険
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訪問数：3 世帯 6 人 

・継続訪問 1 回 

対象：平成 24 年度対象者のう

ち継続希望者 

訪問調査者数：21 人 

の申請等に結び

つけることがで

きた。 

民生児童委

員と広報協

力員の連絡

会 

連携をとるこ

とで，安心して

暮らせる地域

づくりを推進

する。 

担当地域の民生児童委員と広

報協力員，地域包括支援センタ

ーが連携をとれる関係性づく

りを行う。 

対象：地域包括支援センターゆ

うあい担当地区の民生児童委

員 

・第２地区 

５月 22 日（水） 

出席者：14 人 

・第４地区 

6 月 11 日（火） 

出席者：15 人 

民生児童委員と

広報協力員との

相互の役割を確

認し，顔の見え

る関係を作るこ

とができた。 

認知症サポ

ーター養成

講座の開催 

市民が認知症

の疾患や当時

者，家族介護者

の気持ちを理

解することで，

認知症になっ

ても安心して

暮らせる地域

づくりを推進

する。 

認知症の理解や家族介護者の

支援に向けて，普及啓発活動を

行う。 

・認知症サポーター養成講座開

催 １回 

①5 月 23 日（木） 

対象：「ひだまり菊野台」メ

ンバー 20 人 

（至誠しばさきと共催） 

・認知症サポーター養成講座へ

の講師派遣 ２回 

①１月 17 日（金） 

参加者：八千代銀行調布支店

行員 18 人 

②1 月 29 日（水） 

参加者：シルバーピアワーデ

ン連絡会 ５人 

身近な関係機関

や地域で定期的

に開催している

ひだまりサロン

に普及啓発する

ことが出来た。

ひだまりサロン

での開催は少人

数で会ったこと

から，身近な課

題を質疑応答を

ま じ え て 確 認

し，知識を深め

てもらうことが

できた。 
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ウ 介護支援 

事業名  事業目的  実施内容  評価  

介護教室 安心してサー

ビスを利用し，

介護に携わる

ことができる

よう支援を行

う。 

 

医療・保健・福祉等に関する普

及啓発を行った。「安心して暮

らすための介護保険の活用法」

をテーマに教室を 2 回開催，介

護保険制度や介護保険の活用

法に関する情報を届けた。 

・「お出掛けが楽しくなる身体

に合った用具の選び方」 

9 月 6 日（金） 

講師：藤原成子氏（医学博士） 

参加者：30 人 

・「知らないと損する介護保険

～親と自分がいきいきと暮ら

すために～」 

9 月 13 日（金） 

講師：福澤陽子氏（高齢者支援

室介護給付係長），長谷川新吾

氏（高齢者支援室介護保険料係

長） 

参加者：24 人 

介護保険をテー

マとした講演会

や寸劇を通し，

参加者へ介護保

険の活用法の情

報を伝えること

ができた。 

質疑応答をした

ことで，参加者

の知りたい情報

をより詳しく提

供することがで

きた。 

家族会 虐待防止や家

族の介護負担

軽減を図るこ

とで，家族が安

心して介護に

携わることが

できるよう介

護者同士の支

え合い活動を

支援する。 

 

介護者の集いを実施。テーマを

決めて情報交換や意見交換を

行った。  

・家族会「介護を担うご家族の

つどい・あじさいの会」開催 

全 5 回 

参加者：延べ 35 人 

5 月 9 日（木） 

老いのすみか・高齢者住宅事情 

7 月 11 日（木） 

成年後見制度 

11 月 14 日（木） 

エンディングノート 

介護者同士だか

らこそできる支

え合いの場を提

供したことで精

神面の支援がで

きた。 

今後は現在介護

を担っている人

達に向けて，参

加を促す PR を

していく必要が

ある。 
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1 月 16 日（木） 

訪問看護の活用・役割 

3 月 13 日（木） 

今年度を振り返って 

会報誌の発行：１回 

福祉用具の

展示 

福祉用具を実

際に確認と体

験をすること

で，適切な用具

の利用方法を

伝え，自立した

生活の支援を

行う。 

福祉用具を常時展示し，相談を

受けた。入退院等で緊急に福祉

用具の利用が必要な方を貸出

（14ｐ）につないだ。 

 

適切な用具等の

選択と利用方法

の相談に応じる

ことで，高齢者

等の自立した生

活を支援するこ

とができた。 

 

エ 権利擁護 

事業目的  実施内容  評価  

地域において尊厳のある

生活を維持し，安心して

生活できるよう，専門

的・継続的な視点から支

援を行う。 

・虐待予防相談  

相談件数：280 件 

・成年後見制度の活用推進，

消費被害の防止等に関する

相談 

相談件数：224 件 

高齢者が尊厳をもって，

地域で安心して在宅生

活を継続できるように

専門的な視点から支援

できた。 

今後も成年後見制度の

活用や関係機関への虐

待対応の必要性につい

て周知を継続していく

必要がある。 

 

オ ケアマネジメント支援 

事業名  事業目的  実施内容  評価  

ケアプラン

適正化事業 

 

介護支援専門

員が適切なケ

アプランを作

成できるよう

支援する。 

 

地域における個々のケアマネ

ジャーを支援するため，関係機

関との連絡調整や指導・助言を

行った。 

対象：担当地域の利用者を支援

している居宅介護支援専門員 

困難な課題を抱

える利用者の課

題解決につなが

った。 

今後，個々のケ

アマネジャーの
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支援件数：266 件 更なる資質向上

に向けた支援の

必要がある。 

地域連絡会

ケアマネッ

トの開催 

地域の専門職

の連携・協働体

制により，利用

者が安心して

暮らせる地域

づくりの推進

を図る。 

「中央南地区・介護支援専門員

地域連絡会ケアマネット」（と

きわぎ国領・調布八雲苑・ゆう

あい合同）を開催。 

・8 月２8 日（水） 

他機関との連携～在宅訪問診

療編～ 

参加者：19 事業所 73 人 

・2 月 13 日（木） 

他機関との連携～医療（口腔ケ

ア）編～ 

参加者：19 事業所 24 人 

ケアマネジャー

と他機関が交流

を進め，社会資

源の理解を深め

る場の提供がで

きた。 

専門職間での連

携をより深める

ことができる仕

組みづくりを検

討していく必要

がある。 

 

カ 介護予防ケアマネジメント 

事業名  事業目的  実施内容  評価  

介護予防ケ

アプランの

作成及び適

正化事業 

高齢者が要介

護状態になる

ことを予防し，

安心して在宅

生活が継続で

きるよう支援

を行う。 

・介護予防ケアプランの作成 

対象者：要支援 1・要支援 2 

地域包括支援センターゆうあ

い作成件数：1,597 件 

・居宅介護支援事業所へ委託し

た介護予防ケアプランの管理

及び指導 

件数：897 件 

適切な目標設定

により，高齢者が

要介護状態にな

ることを予防す

ることができた。 

介護予防事

業 

要支援・要介護

になることを

予防し，身体状

況を維持しな

がら，安心して

在宅生活を継

続できるよう，

専門的・予防的

視点から支援

・電話相談，来所・訪問の面接

等の相談を通して，介護予防高 

齢者の実態把握と介護予防につ

いての普及啓発及び介護予防事

業の紹介を行った。 

対象者：294 人 

実態把握人数：61 人 

相談件数：157 件 

・介護予防高齢者・虚弱高齢者

高齢者が要支援，

要介護状態にな

ることを防ぎ，い

つまでもいきい

きと生活できる

よう支援するこ

とができた。 
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を行う。 が各種介護予防事業に参加す

るにあたって必要な判定業務

を行った。 

地域支援事業判定者数 

転倒予防事業：8 人 

運動機能向上事業：7 人 

口腔機能向上事業：4 人 

介護予防デイサービス：2 人 

低栄養予防事業：2 人 

訪問指導：0 人 

 

キ 会議・研修等への出席  

会議等名称  実施内容  出席者  評価  

支援センタ

ー連絡会  

調布市関係者と 10 ヶ所の支援

センターの情報共有を図り，市民

への情報発信を行う。 

月 1 回  

包括職員 調布市や関係機

関，各支援セン

ターとの連携を

図り，利用者へ

新しい情報等を

伝え，適切なサ

ービスを紹介，

提供できた。  

語ろう会 10 ヶ所の支援センター間で，事

業に関わることや地域の課題等

を共に話し合う場を持った。 

年 4 回 

包括職員 各支援センター

と共通理解を図

ることで，支援セ

ンターの運営を

適切に行なうこ

とができた。  

介護予防検

討会  

調布市高齢者支援室支援センタ

ー係と 10 ヶ所の支援センター

の保健師又は経験のある看護師

が，介護予防についての情報共有

や事例検討を行った。  

年 6 回  

包 括 の 保 健

師・看護師  

介護予防事業を

適切かつ効果的

に進めることが

できた。  
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権利擁護連

絡会  

調布市高齢者支援室支援センタ

ー係と 10 ヶ所の支援センター

の社会福祉士が，成年後見制度や

権利擁護事業について情報共有

を図り，制度について理解を深め

た。自主会においては事業所向け

の虐待研修も３回行った。  

年 18 回（自主会 12 回を含む） 

包 括 の 社 会

福祉士  

相 談 業 務 の 中

で，高齢者等に

対し権利擁護制

度の周知と支援

を行うことがで

きた。  

ケアプラン

適正化会議  

調布市高齢者支援室支援センタ

ー係と調布市内の主任介護支援

専門員が介護保険の適正なケア

プラン作成について学び，介護支

援専門員に対し支援を行った。  

年５回  

包 括 の 主 任

介 護 支 援 専

門員  

調布市内の主任

介護支援専門員

と情報共有を行

い，適切なケア

プラン作成に向

けて介護支援専

門員への支援が

できた。  

見守りネッ

トワーク連

絡会  

調布市高齢者支援室支援センタ

ー係と 10 ヶ所の支援センター

の見守りネットワーク事業担当

者が，情報共有と広報活動の方法

を学んだ。  

月 1 回  

包 括 の 見 守

り ネ ッ ト ワ

ーク担当者  

見守りネットワ

ーク事業推進す

る こ と が で き

た。  

地域密着型

サービス運

営推進会議  

担当地域にある地域密着型サー

ビス事業者が，地域に開かれた施

設としてサービスの質の確保を

図るため，事業所の会議に出席し

支援を行った。  

・小規模多機能ケアハウス絆  

年５回  

・複合型サービスケアホーム希望  

年３回（平成 25 年 10 月開設） 

包括職員 

 

事業者の適切な

運営に対して支

援協力すること

により，住み慣

れた地域で安心

して生活が継続

できる地域づく

りの推進を支援

することができ

た。  
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（２）見守りネットワーク事業 

ア 見守りネットワーク事業 

事業目的  実施内容  評価  

高齢者の意思

や生活様式を

尊重しながら

地域住民によ

る「ソフトな

見守り」と「ゆ

るやかな働き

かけ」を行い，

ひとり暮らし

高齢者等が地

域で安心して

暮らせること

を目指す。ま

た，地域包括

支援センター

の機能や役割

の 周 知 に 努

め，地域での

見守りの輪を

広げる。 

市民が，高齢者の異変や要援護者を発見し，

地域包括支援センターに通報することで，そ

の後の支援につなげるというシステム。  

地域での事業協力者の拡大のため，地域団体

への説明会・地域住民への広報を行った。ま

た，広報誌「ほっとらいん」やホームページ，

包括独自の「みまもっとだより」を発行し，

地域団体等を通じて配布することで地域住

民への周知を図った。 

PR 件数：143 件 

通報件数：55 件 

・出張説明会 ３回 

①「マンション国領自治会」 

６月２２日（土） 

参加者：12 人 

②「新生クラブ」 

9 月 20 日（金） 

参加者：１７人 

③「老人クラブ・柴崎長寿クラブ」 

１０月２１日（月） 

参加者：25 人 

・地域イベントでの啓発 ９回 

①「調布市防災教育の日」国領小 

4 月 27 日（土） 

②「菊野台ボランティアまつり」 

5 月 2６日（日） 

③「国領小学校地区防災訓練」 

9 月８日（日） 

④みまもっと関係団体ネットワーク会議 

11 月 12 日（火） 

⑤「国領わいわいまつり」 

11 月 17 日（日） 

「みまもっとだよ

り」の発行や地域に

出向いての PR 活

動により，地域の

方々と顔の見える

関係づくりをすす

め，心配な人等の通

報，市の施策・事業

及び介護保険への

申請につなげるこ

とができた。また，

支援センターの認

知度を上げること

ができた。 
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⑥「調和小学校防災訓練」 

11 月 17 日（日） 

⑦「菊野台地域のつどい」 

11 月 23 日（祝・土） 

⑧「福祉まつり」 

12 月 7 日（土） 

⑨「ひだまりサロン交流会」 

2 月 18 日（火） 
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６ 訪問介護事業  

利用者が安心して地域で在宅生活を継続できるよう，自立支援をめざ

し，チームケア方式による質の高い訪問介護と介護予防訪問介護サービ

スの提供に努めました。また，様々な課題を抱える利用者を，介護支援

専門員や地域包括支援センター等の支援関係者と連携してサービス提供

を行いました。 

平成 24 年度に比べ４月以降に頻繁に援助に入っていた利用者の入院

や入所によるサービス中止が相次ぎ，１０月まで大幅な利用時間の減少

が続きました。また，1 回あたりの訪問時間の平均は，約 56 分となり，

平成 24 年度よりも約 13 分短くなりました。特に，サービスの中止が

6 月に集中し，その分の新規受入を進めましたが，訪問時間は年間で約

1,619 時間減少しました。 

 

（１）訪問介護事業，介護予防訪問介護事業 

事業名  事業目的  実施内容  評価  

訪問介護事

業 

利用者の希望，

ニーズに沿っ

て適切なサー

ビスを提供す

ることにより，

利用者が安心

して在宅生活

を送ることが

できるよう支

援する。 

 

介護保険利用者に「利用者主

体」「自立支援」を基本に，介

護計画に沿ったサービスを提

供した。 

対象者：介護保険要介護及び要

支援認定者 

訪問介護と介護予防訪問介護

合計利用者数：1,672 人（平

成 24 年度 1,740 人） 

サービス提供回数：19,426 回

（平成 24 年度 17,189 回） 

サービス提供時間：18,071 時

間５分（平成 24 年度 19,690

時間 45 分） 

 

利用者が安心し

て在宅生活を送

る 支 援 が で き

た。 

介護予防訪

問介護事業 

利用者の生活

意欲が高まる

ように協働で

サービスを提

供することで，

日常生活に支

利用者の生活意

欲が高まり，日

常生活に支障が

ある状態の軽減

や悪化防止がで

きた。 
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障がある状態

の軽減や悪化

防止を図る。 
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７ デイサービスぷちぽあん事業 

継続して利用している利用者の高齢化に伴い認知症状が重度化し，在

宅が困難になったことから，施設入所や入院する方が多い年となりまし

た。延べ利用者数は２，５７２人，利用率は８３．７％，平成２４年度

と比べ一日の平均利用者は０．８人の減少となりました。 

少しでも長く在宅で暮らし続けることができるように，重度化に対応

したきめ細かな個別ケアを実践し，利用者と家族が安心できるサービス

を提供しました。あわせて，関係機関と連携を図り，多くの課題を抱え

る利用者を積極的に受け入れ，地域のセーフティネットとしての役割を

果たしました。 

また，静養を必要とする利用者が増加していることに対応するため，

ベッドを 1 台から 2 台に増やせるように和室をフローリングに改修し，

より安心安全な事業実施への取組を行いました。 

また，地域開放支援事業では，ひだまりサロンや自治会への施設貸出

に加え，地域交流会が行われ，運営協議会と地域住民，公社職員との交

流を深めることができました。 

 

（１）デイサービスぷちぽあん事業 

事業名  事業目的  実施内容  評価  

認知症対応

型通所介護 

個別ケアを大

切にしながら，

認知症になっ

ても住み慣れ

た地域で，その

人らしい生活

が送れるよう

に支援をする。 

また，在宅での

入浴が難しい

方に身体状況

に合わせた介

助浴を提供す

る。 

・認知症対応型通所介護 

対象者：要介護者・要支援者 

定員：12 人／日 

実施曜日：月曜日から金曜日 

実施日：256 日 

利用者数：延べ 2,572 人（平

成 24 年度延べ 2,760 人） 

・入浴サービス（個別入浴） 

定員：６人／日 

実施日：256 日 

利用者数：延べ 1,195 人（平

成 24 年度延べ 1,060 人） 

その人に合った

きめ細かな個別

支援を行うこと

で，安定的な通

所と適切なサー

ビスを提供する

ことができた。 

身体の清潔を保

つと同時に身体

状況の変化を継

続して観察し，

サービスにつな

ぐ こ と が で き

た。 
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家族会 

 

利用者を支え

ている家族を

支援する。 

家族介護者の懇談会を実施し，

介護者同士の情報交換と，介護

技術の学習をした。 

11 月 1６日（土） 

参加者：３人 

介護する家族が

地域から孤立す

ることを防ぎ介

護負担を軽減す

ることができた。 

 

（２）地域開放支援事業 

事業目的  実施内容  評価  

誰もが安心して健やか

な生活を送るための地

域づくりを目指し，住

民参加型サービスの実

施と認知症デイサービ

スの運営を支援するぷ

ちぽあん運営協議会を

中心に，地域住民に開

かれた施設づくりに努

める。 

 

・ボランティアによる，ウエルカムド

リンクやおやつの配膳準備，音楽療

法，ドッグセラピー，庭の手入れなど 

活動者数：延べ 531 人 

・会食会（ぷちぽあんひだまりサロン）

実施を支援した。 

実施回数：10 回 

参加者：延べ 138 人 

地域住民がデイ

サービスへのサ

ポートを行うこ

とができた。 

また，住民自身

が地域づくりの

活動に，企画・

実施・参加する

ことができた。 

・地域交流会実施を支援した。 

第１回：絵手紙教室と茶話会 

6 月 29 日（土）  

参加者：17 人  

第 2 回：台風のため中止 

第 3 回：音楽療法体験 

3 月 29 日（土） 

参加者：21 人 

認知症の人が安

心して生活を送

るための地域づ

くりを支援する

ことができた。 

・施設の無料貸出の実施 

①会食会：10 回延べ 138 人(再掲) 

②地域交流会：2 回延べ 38 人(再掲) 

③近隣の自治会：8 回延べ 46 人 

住民の地域づく

りを支援するこ

とができた。 
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８ 調布市国領高齢者在宅サービスセンター事業  

通所介護事業では，平成２５年度の実施日数は２９３日でサービス利

用延べ人数は９，０７１人，利用率は７３．７％でした。一日の平均利

用人数としては３０．９５人で平成２４年度に比べ０．２２人の増加と

なりました。主な要因としては，中止となる利用者が減少したこと，並

びに１２月以降，通所介護で介護度の高い方が定期的に利用できたこと

によるものです。  

サービス提供については，年間を通して転倒予防体操や趣味活動を中

心に，季節ごとに行事を取り入れながら実施しました。  

利用者の個別状況を職員間で共有してサービス提供するとともに，定

期的に通所介護計画の見直しを行い，関係機関と連携を図りながら，課

題を抱える利用者を積極的に受け入れ地域のセーフティネットとしての

役割を果たしました。 

平成 26 年２月の近年にない大雪では，送迎車が運行不能となり，デ

イサービス事業を休止しました。この休止に当たっては，利用者等に連

絡を取り，健康状態や食事が確保できるかなど在宅生活に支障のないこ

とを確認しました。 

介護予防デイサービスについては，長期間，定期的に利用することで，

心身の状態の向上や維持につながりました。 

地域福祉交流育成では，個人ボランティア・団体共に昨年を上回る結

果となり，交流会への参加人数も増加しました。また，中学生の職場体

験を受け入れ，中学生が福祉の現場を実際に体験することで生徒の成長

に貢献することができました。 

家族介護者支援として家族会を開催し，介護から離れて家族同士が集

い，職員を交え意見交換することで，家族介護に対する新たな視点や発

見があり，介護者の負担を軽減することにつながりました。 

 

（１）調布市国領高齢者在宅サービスセンター事業  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

調布市国領

高齢者在宅

サービスセ

ンター事業  

住み慣れた地

域で安心して

生活を続けら

れるよう，利用

者の尊厳を守

りその人らし

通所介護計画に基づき，送迎・

食事・転倒予防体操・入浴・趣

味・生きがい活動等のサービス

を提供した。 

対象者：要介護者・要支援者 

実施曜日：月曜日から土曜日 

生 活 の 質 の 向

上，生きがいづ

くり，心身の健

康維持への支援

ができた。  

また，入浴サー
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い生活を支援

する。  

また，プライバ

シーを守り，身

体状況に合わ

せた介助浴と

リフト浴を提

供する。  

・通所介護・介護予防通所介護 

定員：30 人／日 

実施日：293 日  

利用者数：延べ 6,459 人（平

成 24 年度延べ 6,380 人） 

・認知症対応型通所介護，介

護予防認知症対応型通所介護 

定員：12 人／日  

実施日：293 日 

利用者数：延べ 2,612 人（平

成 24 年度延べ 2,630 人） 

・措置通所 

実施日：10 日  

利用者数：延べ 10 人 

・入浴サービス（個別入浴） 

定員：10 人／日 

実施日：293 日 

利用者数：延べ 2,615 人（平

成 2,402 人）  

ビスでは，身体

の清潔を保つと

同時に身体状況

の変化を継続し

て観察し，必要

なサービスにつ

なぐことができ

た。  

  

（２）介護予防デイサービス事業  

事業目的  実施内容  評価  

ひきこもり防

止，健康の維持

増進を図るこ

とができるよ

う支援する。 

趣味活動・レクリエーション・転倒予防体操

等のサービスを提供した。 

対象者：介護予防高齢者等，調布市が必要と

認めた方 

実施曜日：火曜・水曜・金曜 

定員：15 人／日  

実施日：143 日  

利用者数：延べ 424 人 

ひ き こ も り 防

止，健康維持増

進と介護予防の

支援ができた。 

 

（３）地域福祉交流育成  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

ボランティ

アの受け入

利用者との交

流により地域

個人・団体・学校・保育園がボ

ランティアとして「生活」「季

地域住民は福祉

への理解を深め
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れ 福祉への関心

を高め，市民相

互の支え合い

を基本とした，

あたたかい地

域づくりを目

指す。  

節，外出等の行事」等に参加し

た。 

参加者 

個人：延べ 807 人 

団体：延べ 50 団体，延べ 464

人 

ることができ， 

また，利用者は

社会との結びつ

きを広げること

ができた。  

ボランティ

ア交流会 

ボランティア

同士の横のつ

ながりを作り

日々の活動の

感想や意見を

交換する場を

設ける。 

日々の活動の意見，感想を交換

することで，ボランティア同士

の交流を図り，活動の推進と地

域交流を図った。  

・6 月 19 日（水） 

参加者：11 人 

・2 月 25 日（火） 

参加者：16 人  

ボランティア同

士 の 交 流 が 図

れ，活動の活性

化 に つ な が っ

た。 

職場体験受

入 

利用者との交

流から，中学生

に地域福祉に

ついて関心を

持ってもらう。 

市立中学校の職場体験を受入

れた。  

調布市立第六中学校 2 年生  

期間：9 月 2 日～6 日全 5 日 

参加者：4 人  

中学生の地域福

祉への関心を高

め，その成長を

支援することが

できた。 

 

（４）家族介護者支援（家族会）  

事業目的  実施内容  評価  

家族会を通じて，お

互 い の 介 護 情 報 共

有，介護技術の提供

を行い，家族が地域

から孤立することを

防ぎ，介護者の負担

軽減を図る。また，

家族介護者が抱える

ニーズを把握する。 

家族介護者の懇談会を実施し，お互い

の介護情報の交換や共有，介護技術の

助言を行った。 

・９月 25 日（水）  

参加者：14 人 

（活動・施設紹介，おやつの試食，転

倒予防体操の体験，懇談会） 

・２月 22 日（土）  

参加者：6 人 

（活動紹介，昼食の試食，懇談会） 

介護する家族が

地域から孤立す

ることを防ぎ，

介護負担を軽減

することができ

た。家族介護者

のニーズを把握

できた。  
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９ 低栄養予防事業  

要介護状態を予防するための栄養状態の維持，増進を図ることを目的

に，管理栄養士による栄養ケア計画に基づく料理教室形式の講座を実施

しました。講座の参加者が料理を作るきっかけづくりと仲間づくりにつ

ながりました。  

また，講座終了後も低栄養予防の取組を継続できるように，前年度の

受講生を対象にフォローアップ講座を開催しました。  

 

（１）低栄養予防事業（いきいきクッキング）  

事業目的  実施内容  評価  

要介護状態に

なることを予

防するために，

栄養状態の維

持，向上を目指

す。また，低栄

養から生じる

体力低下を予

防する。 

 

講義，調理実習及び前後の健康度の把握によ

る効果測定を実施した。 

・前期コース 1 回 4 時間 

期間：6 月６日（木）～9 月 19 日（木）全

8 回 

場所：たづくり調理室 

参加者：５人 

・後期コース 1 回 4 時間 

期間：11 月 6 日（水）～2 月 19 日（水）

全 8 回 

場所：あくろす調理室 

参加者：8 人 

参加者が，低栄養

状態を改善，予防

することについ

て学び，低栄養か

ら生じる体力低

下を予防するこ

とに取り組むこ

とができた。 

 

（２）いきいきクッキングフォローアップ講座  

事業目的  実施内容  評価  

プログラム終

了後も地域で

低栄養予防の

取組が継続で

きるように支

援する。  

3 月 14 日（金）  

実施時間：2 時間 30 分 

会場：あくろす研修室 

参加者：7 人 

内容：住民参加係職員（管理栄養士）によ

る講義及び会食を兼ねた交流会 

講座終了後も集

まることで，低栄

養予防について

学んだことの振

返りができ，また

仲間づくりの機

会となった。 
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１０ 軽度生活援助事業  

高齢者の自立した生活の継続と，認知症高齢者を介護する家族の負担

を軽減するためヘルパーを派遣し，軽易な日常生活上の援助を行う調布

市の独自施策事業を受託し，実施しました。  

実施に際しては，生活支援事業では，公社で長年ホームヘルプサービ

スを提供してきた協力会員，見守り事業では認知症高齢者対応の実績が

ある公社の訪問介護員（ヘルパー）が援助を行いました。  

また，このサービスを提供することで，利用者の状況を早い段階で把

握できることから，地域包括支援センターや民間事業所などへ速やかに

情報提供を行うことが可能になり，関係機関と連携を図りながら，利用

者をスムーズに介護保険制度へつなぐことができました。  

なお，見守り事業では，認知症高齢者に対して介護保険サービスでは

適用されない見守り等に対応し，認知症の方とその家族が安心して在宅

生活を続けられるよう支援しました。  

 

（１）軽度生活援助事業（生活支援事業）  

事業目的  実施内容  評価  

ちょっとした支援を提

供することにより充実

した利用者の生活の安

定を図る。 

要介護認定で非該当となった高

齢者に協力会員が日常生活上の

援助を行った。 

利用者数：延べ 85 人 

サービス提供回数：273 回 

サービス提供時間数：429 時間 

利用者の自立を支

援できた。また，早

期に利用者の状況

把握ができ，地域包

括支援センターや

介護事業所など関

係機関と速やかな

連携を図りながら，

利用者をスムーズ

に介護保険制度へ

つなぐことができ

た。 

 

（２）軽度生活援助事業（見守り事業）  

事業目的  実施内容  評価  

介護保険制度が適用さ

れない見守り関連のサ

ービスを提供すること

認知症の高齢者等に対し訪問介

護係職員が，介護保険制度の適用

外の見守り，散歩介助，話し相手

認知症の高齢者等

とその家族が安心

して在宅生活を続
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により，利用者に安心し

て生活していただくと

ともに，家族の介護負担

の軽減を図り，認知症高

齢者等とその家族の在

宅生活を支える。  

などの援助を行った。 

利用者数：延べ３６人 

サービス提供回数：117 回 

サービス提供時間：123 時間  

け る こ と が で き

た。  
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１１ 介護保険要介護認定調査事業  

調布市の介護保険制度運営の円滑な遂行のために，介護保険法に基づ

く要介護認定調査を行いました。  

 

（１）介護保険要介護認定調査  

事業目的  実施内容  評価  

介護保険制度運

営の円滑な遂行

の一端を担う。 

介護保険法による認定調査を行っ

た。対象者の心身の状態，日常生活

等について訪問調査を行った。 

認定調査件数：68 件 

介護保険認定調査を行

うことにより，適正か

つ円滑な制度運営の遂

行に資することができ

た。 
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１２ 障害者訪問介護事業  

居宅介護，重度訪問介護の対象者が，地域で安心して自立した在宅生

活を継続できるよう，サービスの提供に努めました。  

平成２５年度のサービス提供は約３，７８３時間でした。夏期に入院

等で中止した利用者が数人あり，平成２４年度に比べ約２７時間減少し

ました。  

 

（１）障害者訪問介護事業  

事業目的  実施内容  評価  

障害者の自立支援

を目指し，自らが望

む暮らし方を実現

できるよう必要な

サービスを行う。 

障害者の利用者に対して，身体介

護，家事援助を行った。 

利用者数：延べ 381 人 

サービス提供回数：3,285 回（平

成 24 年度 3,927 回） 

サービス提供時間：3,783 時間 9

分（平成 24 年度 3,810 時間 15

分） 

ホームヘルプサービ

スを通じ，障害を持

つ人が自立した生活

を送るための支援が

できた。 
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Ⅱ．市民福祉及び地域福祉の増進のための普及啓発，

人材育成並びに調査研究開発事業 

 

１３ 普及啓発事業  

市民相互の支え合いによるあたたかい地域づくりを目指し，情報発信，

地域活動への参加支援，住民同士の仲間づくりの場の提供等，様々な手

法で福祉に関する普及啓発に努めました。  

平成 25 年度は，重点事業の１つである「認知症の方を支える地域づ

くり及び家族介護者への支援の推進」の取組として，「NPO 法人町田

市つながりの開(かい)」理事長の前田隆行氏を講師に，「認知症の理解

を深める～認知症を患うということ～」をテーマにした福祉講演会を行

いました。  

また，地域包括ケアシステムの推進や今後の介護保険制度の改正を踏

まえ，住民参加型事業の基盤を強化するため，地域団体との連携を図り，

地域に出向いての事業説明会や協力会員登録説明会を積極的に行い，協

力会員の拡大に努めました。  

 

（１）福祉講演会  

事業目的  実施内容  評価  

保健，医療，福祉

等に関する市民の

社会的関心事につ

いて情報提供を行

い，調布市の関係

機関と連携し福祉

のまちづくりを進

める。 

若年性認知症デイサービスや家族介護者

支援を先駆的に実践している講師や認知

症当事者の体験談を交え，認知症につい

て，分かりやすい講演会を行った。 

テーマ「認知症の理解を深める～認知症

を患うということ～」 

1 月 25 日（土） 

13 時 30 分～15 時 

講師：前田隆行氏（ＮＰＯ法人町田市つ

ながりの開（かい）理事長），認知症当事

者 2 人 

参加者：251 人 

会場：グリーンホール小ホール 

認知症の人が，多

くの人・社会・地

域・企業とつなが

りながら，暮らし

ていくことについ

て理解を深める場

を提供することが

できた。 
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（２）機関紙「ほっとらいん」発行，ホームページ更新  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

機関紙によ

る広報 

 

公社事業やサ

ービスの紹介，

公社その他福

祉に関する事

業の情報提供

と地域にある

ニーズの掘り

起こしを図る。 

公社やその他福祉サービスの

情報を幅広い対象に提供した。 

・定期的に機関誌を発行し会員

や関係機関に送付した。 

年 6 回（4,6,8,10,12 月号，

1･2 月合併号） 

2,700 部／回 

・特別号を 12月 1日に発行し，

市内に新聞折込にて配布した。 

74,600 部／1 回 

相 談 や 会 員 登

録，サービス利

用などにつなが

った。 

ホームペー

ジによる広

報 

 公社の事業やサービス，公示等

の情報を適宜更新した。  

情報の窓口とし

て，タイムリー

に公社の情報を

提供できた。 

 

（３）公社事業説明会  

事業目的  実施内容  評価  

公社やその他福祉

に関わる事業の情

報提供を行い，理

解を促進すること

で，事業への参加，

協力，連携を推進

する。 

①「平成 25 年度公社事業計画説明会」 

市民に公社の年間の事業計画につ

いて説明した。 

4 月 30 日（火） 

参加者：12 人 

②出張説明会 計 30 回  

公社や福祉に関わる事業の情報を

提供した。  

・ふれあい給食  

（北ノ台小学校，石原小学校，染地小

学校，緑ヶ丘小学校）  

7 月 11 日（木） 

7 月 12 日（金） 

7 月 17 日（水） 

7 月 30 日（火） 

7 月 31 日（水） 

市 民 が 事 業 へ の 参

加，協力，連携につ

いて理解を深めるこ

とができた。 
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８月８日（木）  

２月１２日（水）  

２月１９日（水）  

２月２０日（木）  

２月２１日（金）  

２月２７日（木）  

２月２８日（金） 

・ご近所支え合い隊 総会  

４月２１日（日）  

・青木病院相談室  

５月２日（木）  

・菊野台ボランティアまつり 

５月２６日（日） 

・マンション国領自治会 

９月３日（火） 

・地域包括支援センターつつじヶ丘地

域ケア会議 

１１月１８日（月） 

・地域包括支援センター至誠しばさき 

地域ケア会議 

１２月３日（火） 

・調布市東部エリアケアマネット 

２月１９日（水） 

・地域包括支援センター権利擁護連絡

会 

２月２１日（金） 

・絵堂自治会 

３月１６日（日） 

・地域デビュー歓迎会 

３月１６日（日） 

・調布市認知症サポーターフォローア

ップ講座 

３月１７日（月） 

・高齢者会食（下石原地域福祉センタ

ー） 
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３月２６日（水） 

・絵堂自治会サロン 

３月２８日（金） 

③その他公社事業ＰＲ 

・調布市高齢者福祉推進協議会 

10 月 3 日（木） 

・調布市立第六中学校保護者へ協力会

員登録説明会チラシを配布 10 月 

・調布エフエム放送 

「福祉調べ隊」8 月 

「調布市ほっとインフォメーション」

12 月 

・Ｊ:COM「テレビ広報ちょうふ」12

月 

 

（４）協力会員登録説明会  

事業目的  実施内容  評価  

公社の行ってい

る協力会員活動

やボランティア

活動を説明し，

担 い 手 を 増 や

す。  

住民参加型事業や有償在宅福祉サービス

の広報を行うとともに，地域の支え合い

サービスを担う市民（協力会員）を募集

した。新規協力会員等の獲得に向け，登

録説明会を実施した。 

新規登録協力会員：34 人 

参加者：延べ 35 人（全 8 回） 

①登録説明会（会場：調布ゆうあい福祉

公社） 

６月 14 日（金） 

7 月 8 日（月） 

11 月 14 日（木） 

3 月 13 日（木） 

②出張登録説明会 

10 月 4 日（金）入間町地域福祉センター  

1 月 16 日（木）西部地域福祉センター 

1 月 28 日（火）調布ヶ丘地域福祉セン

ター 

定 期 的 な 実 施 によ

り，地域の支え合い

の重要性を理解する

市民を増やし，会員

登録につなげること

ができた。 
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2 月 18 日（火）染地地域福祉センター 

その他協力会員活動に関する問い合わせ

に対し，説明を行った。 

 

（５）生きがい介護予防講座  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

男性のため

の料理講座 

中高年の地域

住民同士の交

流による仲間

づくりや，生き

がいと社会参

加の機会を提

供することで，

介護予防の視

点を取り入れ，

要介護状態に

なることをで

きる限り防ぐ。 

男性のための料理講座 

10 月 2 日・9 日・16 日・23

日・30 日  水曜日全 5 回 

（16 日は台風のため中止） 

対象：概ね 55 歳以上の男性 

参加者：延べ３４人 

食生活と健康維

持について学ぶ

とともに，仲間を

つくる機会を提

供できた。 

フォークダ

ンス講座 

フォークダンス講座 

9 月 7 日・14 日・21 日・ 

28 日 土曜日全４回  

対象：概ね 60 歳以上の初心者

参加者：延べ 44 人 

介護予防を意識

し，体を動かすこ

とで筋力低下を

防ぐとともに，仲

間をつくる機会

を提供できた。 

パソコン・

デジカメ講

座 

パソコン・デジカメ講座 

10 月 3 日・10 日・17 日・

24 日 木曜日全 4 回  

対象：概ね 50 歳以上 

参加者：延べ 47 人 

ＩＴ社会への順

応，生きがい活動

への支援と仲間

をつくる機会を

提供できた。 

 

（６）介護予防地域活動支援事業  

事業目的  実施内容  評価  

生きがい介護予防

講座参加者が講座

終了後も活動を継

続することで，閉

じこもりや孤立を

防ぎ，健康で生き

がいのある生活が

続けられるよう支

援する。  

①男性のための料理講座修了者の自主グ

ループ「だいこんの会」 

講師等に対する支援 

活動：月 1 回 

②フォークダンス講座修了者の自主グル

ープゆうあいフォークダンス友の会「フレ

ンズ」「すみれ」 

講師等に対する支援 

活動：月 1 回 

講座参加者等の

自発的な支え合

い活動，居場所づ

くり，地域づくり

を推進できた。 
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グループは活動 20 周年を迎え 11 月 29

日（金）に記念パーティを開催した。 

③パソコン・デジカメ講座修了者の自主グ

ループ「結会いネット倶楽部」 

サポーター，会場確保等の支援 

活動：週 1 回 

 

（７）協力会員「サロン」  

事業目的  実施内容  評価  

協力会員の交流と

地域づくりの促進

を図る。 

公社敷地内の緑化活動として「グリーンク

ラブ」の活動を支援した。花壇の整備やゴ

ーヤのグリーンカーテン設置を行った。 

活動：月 2 回 

協力会員同士の

交流や地域活動

についてサポー

トすることがで

きた。 

  

（８）地域開放支援事業（７デイサービスぷちぽあん事業【再掲】） 

事業目的  実施内容  評価  

誰もが安心して健やか

な生活を送るための地

域づくりを目指し，住民

参加型サービスの実施

と認知症デイサービス

の運営を支援するぷち

ぽあん運営協議会を中

心に，地域住民に開かれ

た施設づくりに努める。 

 

・ボランティアによる，ウエルカムド

リンクやおやつの配膳準備，音楽療

法，ドッグセラピー，庭の手入れなど 

活動者数：延べ 531 人 

・会食会（ぷちぽあんひだまりサロン）

実施を支援した。 

実施回数：10 回 

参加者：延べ 138 人 

地域住民がデイ

サービスへのサ

ポートを行うこ

とができた。 

また，住民自身

が地域づくりの

活動に，企画・

実施・参加する

ことができた。 

・地域交流会実施を支援した。 

第１回：絵手紙教室と茶話会 

6 月 29 日（土）  

参加者：17 人  

第 2 回：台風のため中止 

第 3 回：音楽療法体験 

3 月 29 日（土） 

参加者：21 人 

認知症の人が安

心して生活を送

るための地域づ

くりを支援する

ことができた。 
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・施設の無料貸出の実施 

①会食会：10 回延べ 138 人(再掲) 

②地域交流会：2 回延べ 38 人(再掲) 

③近隣の自治会：8 回延べ 46 人 

住民の地域づく

りを支援するこ

とができた。 

 

（９）地域福祉交流育成（８調布市国領高齢者在宅サービスセンター事

業【再掲】） 

事業名  事業目的  実施内容  評価  

ボランティ

アの受け入

れ 

利用者との交

流により地域

福祉への関心

を高め，市民相

互の支え合い

を基本とした，

あたたかい地

域づくりを目

指す。  

個人・団体・学校・保育園がボ

ランティアとして「生活」「季

節，外出等の行事」等に参加し

た。 

参加者 

個人：延べ 807 人 

団体：延べ 50 団体，延べ 464

人 

地域住民は福祉

への理解を深め

ることができ， 

また，利用者は

社会との結びつ

きを広げること

ができた。  

ボランティ

ア交流会 

ボランティア

同士の横のつ

ながりを作り

日々の活動の

感想や意見を

交換する場を

設ける。 

日々の活動の意見，感想を交換

することで，ボランティア同士

の交流を図り，活動の推進と地

域交流を図った。  

・6 月 19 日（水） 

参加者：11 人 

・2 月 25 日（火） 

参加者：16 人  

ボランティア同

士 の 交 流 が 図

れ，活動の活性

化 に つ な が っ

た。 

職場体験受

入 

利用者との交

流から，中学生

に地域福祉に

ついて関心を

持ってもらう。 

市立中学校の職場体験を受入

れた。  

調布市立第六中学校 2 年生  

期間：9 月 2 日～6 日全 5 日 

参加者：4 人  

中学生の地域福

祉への関心を高

め，その成長を

支援することが

できた。 
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１４ 人材育成事業  

公社の理念である「市民相互の助け合い」と｢自立支援のための質の高

いサービスの提供を通じてあたたかい地域づくり｣を推進するため，介護

の担い手や協力会員，ボランティアの育成，専門資格の取得を目指す実

習生の受け入れ，講座，研修会，学習会の開催等，様々な「学びの場」

を提供し，介護や地域福祉の担い手となる人材育成を行いました。  

この事業は，公社が行う住民参加型在宅福祉サービスを含めた事業と

地域包括支援センターを備えた各種介護保険事業を総合的に学ぶことが

できる法人として，医療，福祉，教育職の育成実習機関の場となってい

ます。  

また，地域における講習会等に，福祉等の専門性を持つ公社の職員を

講師として派遣しました。こうした事業により，質の高いケアを提供で

きる人材を育成することで，地域全体の福祉サービス向上に貢献しまし

た。  

平成 25 年度は，重点事業の取組として，多世代にわたる協力会員の

確保が必要になることから，子育て中の若い世代に公社の活動を知って

いただく事業として，親子向けの料理教室を開催しました。 

 

（１）介護職員初任者研修  

事業目的  実施内容  評価  

介護職員初任者研

修として必要な知

識及び技能を有す

る人材の養成を図

り，地域に求められ

ている質の高い介

護職員を養成する。 

通学形式にて講義と演習をプログラ

ムとする講座を開催した。 

期間：9 月 2 日（月）～11 月 20 日

（水）全 32 日間 131 時間 

受講者：12 人 

修了者：11 人 ※辞退者 1 人 

プログラム：別表 1 参照 

約 5 割の受講生が

市内等の事業所に

ヘルパー・介護職員

として就労し，地域

の人材育成に寄与

することができた。 

 

別表 1  介護職員初任者研修 プログラム  

開講式 

1(1) 多様なサービスの理解 

1(2) 介護職の仕事内容や働く現場の理解 

2(1) 人権と尊厳を支える介護 

2(2) 自立に向けた介護 

3(1) 介護職の役割，専門性と多職種との連携 
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3(2) 介護職の職業倫理 

3(3) 介護における安全の確保とリスクマネジメント 

3(4) 介護職の安全 

4(1) 介護保険制度 

4(2) 障害者総合支援制度及びその他制度 

4(3) 医療との連携とリハビリテーション 

5(1) 介護におけるコミュニケーション 

5(2) 介護におけるチームのコミュニケーション 

6(1) 老化に伴うこころとからだの変化と日常 

6(2) 高齢者と健康①② 

7(1) 認知症を取り巻く状況 

7(2) 医学的側面から見た認知症の基礎と健康管理 

7(3) 認知症に伴うこころとからだの変化と日常 

7(4) 家族への支援 

8(1) 障害の基礎的理解 

8(2) 障害の医学的側面，生活障害，心理･行動の特徴，かかわり支援等の基礎

的知識 

8(3) 家族の心理，かかわり支援の理解 

9(1) 介護の基本的な考え方①② 

9(2) 介護に関するこころのしくみの基礎的理解 

9(3) 介護に関するからだのしくみの基礎的理解 

9(4) 生活と家事 

9(5) 快適な居住環境整備と介護①② 

9(6) 整容に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護①② 

9(7) 移動・移乗に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護 

9(8) 食事に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護①② 

9(9) 入浴，清潔保持に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護 

9(10) 排泄に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護 

9(11) 睡眠に関したこころとからだのしくみと自立に向けた介護①② 

9(12) 死にゆく人に関したこころとからだのしくみと終末期介護 

9(13) 介護過程の基礎的理解 

9(14) 総合生活支援技術演習①② 

10(1) 振り返り 

10(2) 就業への備えと研修修了後における継続的な研修 

 筆記試験， 修了式 
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講師等 

土屋典子氏(立正大学専任講師） 

久松信夫氏（桜美林大学准教授） 

小林肇氏（小林内科院長） 

伊藤文子氏（調布訪問看護ステーション所長・看護師） 

小笠原寿弘氏（調布市社会福祉事業団事務局長・社会福祉士） 

石山淳一氏（精神科医） 

森田祥子氏（管理栄養士） 

松浦幸子氏（クッキングハウス代表・精神保健福祉士） 

菅原光晴氏（作業療法士） 

松浦みゆき氏（看護師） 

以下 公社職員 

社会福祉士（内園薫） 

看護師（片寄あつみ，山口瞳） 

介護福祉士（渡邊範江，中山典彦，柏葉映子，関塚元太，中井裕代，原田節子，

古野友美子，渡邊ゆみ子，伊勢眞理子） 

 

（２）ホームヘルパーフォローアップ研修  

事業目的  実施内容  評価  

介護人材の掘り起

こしと就労支援や

就労継続支援を行

う。 

ホームヘルパー2 級等の有資格者

で未就労者を対象に，介護保険の現

状などに関する講義と介護技術や

調理技術の演習をプログラムとす

る研修を開催した。全 4 回，個別

受講可 

参加者：延べ 39 人 

・「介護保険におけるホームヘルプ

の考え方」 

2 月 7 日(金) 講義 2 時間 

参加者：16 人 

講師：安岡厚子氏（サポートハウス

年輪理事長） 

・「調理技術」（調理の工夫・高齢者

に適した食事形態と味付け等） 

2 月 11 日(火) 演習 4 時間 

「未就労者の就労支

援」を目的に実施して

いるが，就労している

介護職員に対しての

スキルアップの役割

も担うことができた。

現在就労している人

にとっては，介護につ

いての振り返りや新

たな知識や技術の習

得ができた。 



 

４９ 

 

参加者：9 人 

講師：公社協力会員（元公社訪問介

護係職員） 

・「介護技術（体位交換・排泄）」 

2 月 17 日(月) 演習 2 時間 

参加者：7 人 

講師：訪問介護係職員 

・「介護技術（移乗・移動）」 

2 月 23 日(日) 演習 2 時間 

参加者：7 人 

講師：訪問介護係職員 

 

（３）ゆうあい福祉セミナー  

事業目的  実施内容  評価  

地域福祉の担い手

となる人材の育成

を促進する。 

「親子で作る！簡単おもてなし料

理～楽しく始めよう親子で食育～」

をテーマに親子料理教室を開催し

た。 

１２月１日（日） 

講師：住民参加推進係職員（管理栄

養士），協力会員 

あくろす調理室 

参加者：10 人（親子 5 組） 

小学生とその親が楽し

く食育を学ぶことがで

きた。また，公社の食

事サービスに携わって

いる管理栄養士や調理

の協力会員が関わるこ

とで，若い世代に公社

の食事サービス事業を

知ってもらう機会とな

った。 

 

（４）実習生受入れ  

事業目的  実施内容  評価  

社会福祉の実践を

体験することによ

り，福祉への理解を

深めることで，将来

に有能，有用な人材

の育成を図る。 

公社の各係において実習生を受け

入れた。 

実習生数：34 人，延べ 253 日 

詳細：別表２参照 

社会福祉援助技術や教

員免許取得時の実習の

場を提供し，福祉人材

あるいは福祉への理解

を深めた人材の育成が

できた。 
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別表２ 実習生受入  

実習名  教育機関名  実習担当  人数  期間  延日数  

社 会 福 祉 援

助 技 術 現 場

実習  

東京学芸大学  地域包括支援センター係 1 23 23 

法政大学  
地域包括支援センター係 １ 23 23 

国領デイサービス係  １ 23 23 

首都大学東京  地域包括支援センター係 1 15 15 

上智社会福祉専門

学校  
地域包括支援センター係 2 12 24 

桜美林大学  地域包括支援センター係 １ 23 23 

調布市福祉健康部  事務局  5 4 20 

地 域 看 護 学

実習  
杏林大学  地域包括支援センター係 2 2 2 

老 年 看 護 学

実習  

東京慈恵会医科大

学  
国領デイサービス係  ４ 5 20 

教育実習（東

京 都 社 会 福

祉協議会）  

玉川大学  

国領デイサービス係  

7 ５ 35 

桐朋学園芸術短期

大学  
2 ５ 10 

相模女子大学  １ ５ 5 

東洋大学  3 ５ 15 

工学院大学  2 5 10 

津田塾大学  １ ５ ５ 

 

（５）福祉専門職講師派遣  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

介護研修へ

の講師派遣 

地域の福祉人

材育成を支援

する。 

・9 月 29 日（日）  

「東京都障害者（児）移動支援

従事者養成研修」 

・11 月 7 日（木） 

社会福祉法人調布市社会福祉

事業団職員研修「訪問介護事業

等について」 

・2 月 6 日（木） 

「重度訪問介護従事者養成研

修」 

地域の介護従事

者となる人材の

育成と介護サー

ビスに携わる専

門職に対し，研

修の機会を提供

したことで，ス

キルアップにつ

ながった。 
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（６）公社内研修等の公開  

事業目的  実施内容  評価  

地域の福祉人

材育成を支援

する 

対象者：訪問介護係ほか公社職員，市内事業

者の介護サービス従事者 

・11 月 26 日（火） 

「自宅でできる安全なお薬の管理について」 

講師：曽根原一郎氏（市内薬局薬剤師） 

参加者 52 人（うち市内事業者 8 人） 

・1 月 28 日（火） 

「在宅高齢者の結核と介護者の基本知識」 

講師：宮石奉江氏（多摩府中保健所保健師） 

参加者 50 人（うち市内事業者 9 人） 

地域福祉に関わ

る人材の育成に

貢献できた。 

 

（７）協力会員研修 ホームヘルプサービス研修と食事サービス研修  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

定例会 協力会員とし

ての資質向上

を図り，交流を

深めるととも

に，地域の一員

としての役割

を学ぶ。 

 

協力会員定例会と合わせ研修

会を実施 

・6 月 18 日（火） 

「暮らしと個人情報」 

講師：村井祐一氏（田園調布学

園大学教授） 

参加者：59 人（公開研修，登

録ボランティア研修と合同） 

・9 月 13 日（金） 

「感染予防について」 

講師：訪問介護係職員 

参加者：11 人 

・12 月 13 日（金） 

「ストレスマネジメント」 

講師：松島直子氏（株式会社ア

ンサー／保健師） 

参加者：17 人（公開研修，登

録ボランティア研修と合同） 

・2 月 14 日（金） 

「接遇研修」 

協力会員が活動

についての意見

交換を行い，活

動に関わること

についての意義

を学ぶ機会を提

供できた。 
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講師：三島理枝氏（人材育成コ

ンサルタント） 

参加者：12 人（登録ボランテ

ィア研修と合同） 

基礎研修 有償在宅福祉

サービスへの

理解を深め，円

滑に活動に入

ることができ

るための基礎

を学ぶ。 

活動を行う際の心がけについ

てのガイダンス 

テーマ：「いつも心がけて守っ

ていただくこと」 

参加者：延べ 34 人 8 回実施 

6 月 14 日（金） 

7 月 8 日（月） 

10 月 4 日（金） 

11 月 14 日（木） 

1 月 16 日（木） 

1 月 28 日（火） 

2 月 18 日（火） 

3 月 13 日（木） 

協力会員が，在

宅福祉サービス

の基礎を学ぶこ

とで，スムーズ

なサービス提供

を行うことがで

きた。 

ホームヘル

プサービス

協力会員研

修 

協力会員が自

信を持ち，質の

高いホームヘ

ルプサービス

の活動ができ

るよう高齢者

や障害者への

理解を深め，介

護技術の向上

を図る。 

訪問介護係職員が掃除のコツ

などを指導した。  

1 月 20 日（月） 

「簡単♪キレイ☆お掃除のコ

ツ」 

参加者：6 人 

協力会員が自信

を持って活動に

入 る こ と が で

き，利用者に対

し，より質の高

いホームヘルプ

サービスを行う

ことにつながっ

た。 

食事サービ

ス新人研修

と食事サー

ビススキル

アップ研修 

協力会員とし

て主体的に活

動に取り組め

るよう，必要な

技術や知識を

習得する。ま

た，これまでの

活動を振り返

①食事サービス新人研修 

・調理実地研修(8 日間 32 時間) 

参加者：8 人 

・配達実地研修(4 日間 6 時間) 

参加者：９人 

②食事サービススキルアップ

研修 

・食品衛生講習会  

新規協力会員の

不 安 を 取 り 除

き，円滑な参加

を促すことがで

きた。 

また，活動して

いる協力会員の

モチベーション
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り，今後の事業

の展開に向け

て検討するな

ど，主体的に活

動する会員の

モチベーショ

ンの向上，円滑

な事業進行，サ

ービスの質の

向上を図る。 

6 月 6 日（木） 

講師:多摩府中保健所職員 

参加者：22 人 

・食品衛生講習会ビデオ補講 

7 月 7 日（日） 

参加者：19 人 

・安全運転講習会 

11 月 25 日（月） 

講師：あいおいニッセイ同和損

保・株式会社インターリスク総

研 

参加者：29 人(職員含む) 

・安全運転講習ビデオ補講 

参加者：15 人 

・調理実習 

2 月 21 日（金） 

2 月 22 日（土） 

講師:住民参加推進係職員（管理

栄養士）・株式会社クリニコ 

参加者：31 人 

が向上し，サー

ビスの知識や技

術 の 習 得 が で

き，円滑な事業

運営につながっ

た。 

 

（８）協力会員外部研修派遣  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

協力会員外

部研修派遣 

活 動に 必 要な

知 識と ス キル

の向上を図り，

よ り良 い サー

ビ ス提 供 につ

なげる。  

 

・摂食・嚥下教室（調布病院主

催） 

7 月 17 日（水） 

参加者：1 人 

・平成 25 年度健康づくり調理

師等研修会（多摩府中保健所主

催） 

11 月 13 日（水） 

11 月 21 日（木） 

参加者：2 人 

・第 28 回食事サービスを考え

るつどい（東京食事サービス連

外部研修を活用

することで，協

力会員がより幅

広く学ぶ機会を

提供できた。 
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絡会主催） 

1 月 19 日（日） 

参加者：2 人 

・老人給食協力会ふきのとう見

学 

1 月 28 日（火） 

参加者：3 人 
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１５ 調査研究開発事業 

今年度も引き続き調布市内，市外等の関係機関と会議の場での情報交

換や連携を図り，公社事業全体で質の高いケアが行えるよう努めました。  

平成 24 年度には調布市内の高齢者等に配食を実施している他の事業

者へ呼びかけ「調布市食事サービス連絡会準備会」を開催したところ，

定例開催の要望があったため，平成 25 年度には試食会を実施し，大雪

降雪時の配達状況など情報交換や安否確認の取組などを確認しました。      

また「調布市認知症高齢者等を介護する家族支援マップ」を作成し，

家族介護者や市民の方に活用していただきました。 

 

（１）調査研究開発事業  

事業名  事業目的  実施内容  評価  

関係機関と

の連携 

 

調布市内，

市 外 等 の

関 係 機 関

と 情 報 交

換 と 連 携

を図り，質

の 高 い ケ

ア に 結 び

つける。 

 

下記の会議等に職員がメンバーとして

参加した。  

１「調布市見守りネットワーク事業」

関係団体ネットワーク会議  Ｂゾーン  

２福祉健康部食物アレルギー対策ワー

キングチーム  

３介護支援専門員調布連絡協議会  

４介護保険認定審査会  

５調布市障害程度区分判定審査会  

6 調布市障害者地域自立支援協議会  

全体会，ワーキンググループ  

7 調布市健康危機管理対策本部連絡会  

８調布市住宅マスタープラン改定検討

委員会  

９介護保険サービス事業者調布連絡協

議会  

役員会，研修推進委員会  

10 くすのき会評議員会  

11 調布市高齢者救急業務協議会  

12 調布消防署住宅防火等推進協議会  

13 地域密着型サービス運営推進会議  

小規模多機能ケアハウス絆  

複合型サービスケアホーム希望  

公社の各サー

ビスから得ら

れる情報を提

供し，連携を図

ることで，地域

のケアを高め

る事ができた。 
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14こくりょうみんなの広場 (国領小学

校地区協議会)運営委員会  

15 くすのき商店会  

16 東京都社会福祉協議会  

センター部会，在宅福祉サービス部    

会  

17 全国老人給食協力会 

住民参加型 

食事サービ

ス事業の研

究と開発 

「 食 事 サ

ー ビ ス 事

業 の あ り

方 に 関 す

る報告書」

を基に，今

後 の 展 開

を図る。 

「食事サービス事業のあり方に関する

報告書」(平成 25 年 3 月)に基づき新

たな事業を展開した。 

①出張説明会（食事サービス事業説明，

試食対応等）【40p.再掲】 

②ゆうあい福祉セミナーで親子料理教

室を実施し，多世代交流の推進を図っ

た。【49p.再掲】 

ケアマネジャ

ー等からの利

用者紹介の増

加につながっ

た。また親子

料理教室を通

して，若い母

親世代へ食育

支援と住民参

加型事業の紹

介を行えた。 

調布市食事

サービス連

絡会 

 

配 食 事 業

者 へ 見 守

り 体 制 の

強 化 を 呼

び か け る

とともに，

調 布 市 見

守 り ネ ッ

ト ワ ー ク

へ の 協 力

を 呼 び か

け，調布市

の 高 齢 者

見 守 り 体

制 の 強 化

を図る。 

平成 24 年度に準備会として開催した

市内配食事業者との連絡会を，定例会

として実施した。 

各事業者の食事を試食するとともに，

高齢者への見守り体制や大雪時の配達

対応などについて情報交換を行った。 

・第 1 回調布市食事サービス連絡会 

3 月 18 日（火） 

参加者：８事業所 10 人 

調布市内の配

食サービス事

業者と高齢者

等の見守り体

制の充実を目

指して，ネッ

トワーク作り

を行うことが

できた。今後，

毎 年 開 催 す

る。 
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家族介護者

支援に向け

た取組 

調 布 市 内

で 認 知 症

高 齢 者 等

を 介 護 す

る家族に，

必 要 な 福

祉・医療・

保 健 の 情

報 を 届 け

る。 

調布市における家族介護者の支援グ

ループや地域密着型サービス機関で

の家族会実施状況等を調査し，市内に

ある介護者を支えるグループ,認知症

対応の施設や相談窓口等の一覧をリ

ーフレットにまとめた。 

「調布市認知症高齢者等を介護する

家族支援マップ」 

6,000 部発行（1 月） 

1,000 部増刷（3 月） 

配布：福祉講演会ほか公社事業，公社

窓口，調布市内公共施設及び市内関係

機関窓口等 

紹介記事掲載：読売新聞等 

認知症高齢者

等を介護する

家族介護者が，

市内の相談窓

口につながり

やすくなった。

また介護者を

支えるグルー

プのネットワ

ーク化に向け

た一歩を踏み

出すことがで

きた。 
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Ⅲ．その他の報告事項 

 

１６ 事業運営に関する事項  

事業運営について，各係において職員間の連絡調整，介護保険改正へ

の対応や見直しを行い，業務の効率化や事業の活性化と適切で安定した

運営のための取組を行いました。 

 

（１）社内会議  

会議名 目的 内容 構成員 評価 

職員会議 

 

公 社 が 目 指

す べ き 方 向

性，重要な案

件 に つ い て

全 職 員 で 共

有し，円滑な

事 業 運 営 を

行う。 

個別事業について

の報告，連絡，適切

な事業運営に関す

る協議を行った。 

4 つの職員会議を

それぞれ月 1 回開

催した。 

①国領デイ

サービス係

②デイサー

ビスぷちぽ

あん係③訪

問介護係④

その他各係

の職員 

職員 が 情報 を

共有し，適切な

事業 運 営を 行

うこ と がで き

た。 

運営会議 公 社 運 営 に

当 た り 必 要

な 案 件 に つ

い て 協 議 を

行い，意思形

成を行う。 

①利用者意向，地

域，事業環境に関す

る情報の収集と分

析②改善課題の設

定と改善方法の協

議③事業運営に関

する協議 

実施回数：月 2 回 

局長，次長，

副参事，課

長，主幹，

係長職 

事業 運 営に 当

たり，実情を踏

まえ た 意見 交

換，意思形成の

ため の 協議 を

行う こ とが で

きた。 

管理職会議 経 営 状 況 の

把 握 と 円 滑

な 事 業 運 営

の 確 保 の た

め 意 思 決 定

を行う。 

公社の運営状況を

把握し，公社の方向

性を決定する。 

実施回数：週 1 回 

局長，次長，

副参事．課

長，主幹 

経営 の 基本 方

針が定まり，円

滑に 事 業運 営

を進 め るこ と

ができた。 

衛生委員会 公 社 職 員 の

職 場 に お け

る 安 全 と 健

職員の健康障害を

防止する基本対策，

職員の健康保持増

事務局長，

産業医，衛

生管理者，

「職 場 環境 の

整備」「感染症

予防対策」等労
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康 を 確 保 す

るとともに，

快 適 な 労 務

環 境 の 形 成

を促進する。 

 

進の基本対策，労働

災害の原因及び再

発防止策で衛生に

関することなどを

協議した。 

実施回数：月 1 回 

1 月の衛生委員会

は訪問介護係の全

体研修と合同で開

催した。 

次長，副参

事，職員 

務環 境 の改 善

を促 進 する こ

とができた。 

 

（２）苦情解決の状況  

実施目的 実施内容 評価 

利 用 者 か ら

の 苦 情 を 解

決 し 再 発 防

止を図る 

苦情解決実施規程に基づき，第三者委員 2 人

（弁護士・地域における福祉の有識者），苦情

解決責任者，苦情受付担当者を置き，苦情の

解決にあたった。 

苦情受付件数：26 件 

第三者委員への苦情申出はなかった。 

苦情解決の状況を第三者委員に報告した。第

三者委員は的確な解決がなされているかを確

認し，公社にフィードバックし，その結果を

職員が共有した。 

苦情解決の状況を

まとめ，職員が共

有することによっ

て，事業改善と再

発防止策を進める

ことができた。 

 

（３）その他  

項目 実施目的 実施内容 評価 

避難訓練 災 害 の 発 生

を想定し，安

全 か つ 迅 速

に 避 難 で き

る よ う に 備

える。 

・調布市国領高齢者在宅サービスセン

ター（公社事務局含む）で避難訓練実

施。年６回 

上階のシルバーピア居住者に参加を

呼び掛け実施した。1 回は総合避難訓

練として消防署立会いのもと，通報訓

練・消火訓練を行った。 

・ぷちぽあんで避難訓練実施。 

年 2 回 

定期的に行う

ことで職員だ

けでなく，利

用者，シルバ

ーピア居住者

の災害への意

識や備えを高

めることがで

きた。 
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危機管理 多 様 な 危 機

に 際 し て 被

害 の 発 生 を

未 然 に 防 ぐ

とともに，発

生 し た 場 合

に は 被 害 を

最 小 限 に 留

める。 

・ヒヤリハット事例報告，事故報告を

作成して情報共有をし，再発防止に努

めた。 

・２月の大雪では，公社の食事サービ

スは，25 年 1 月の大雪後に改定して

いたマニュアルを基に対応し実施す

ることができたが，新たな課題が明ら

かになった。 

今後も多様な

事 態 を 想 定

し，マニュア

ル更新，訓練

の実施を継続

する。 

介護サー

ビス情報

の公表 

 

利 用 者 が 自

ら 介 護 サ ー

ビ ス 事 業 者

を 選 択 で き

る よ う に す

る。 

介護保険法に基づき，東京都が指定す

る情報公表センターへの報告及び調

査機関による事実確認等調査を受け

た。結果は，介護サービス情報公表シ

ステムで公表されている。 

介護事業所（①居宅支援係②訪問介護

係③国領デイサービス係④デイサー

ビスぷちぽあん係） 

利用者が介護

サービス事業

者を選択する

情報提供がで

きた。 
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１７ サービスの質の向上  

公益財団法人に移行して２年目となった平成２５年度は，公社理念に

基づいた事業運営を推進していくため，公社全職員を対象に４回にわた

り「理念・使命研修」を実施しました。  

一連の研修を通じて，公社が推進している「循環型システム」※１や「総

合的・一体的なサービス提供」※２について職員自身が理解を深めること

ができました。また，公社の歴史や地域を取り巻く社会環境，調布市か

らの期待や支援の内容を学ぶことで，公社が地域の中で，果たしてきた

役割，果たすべき役割についての具体的なイメージを持つことができま

した。さらに，ワールドカフェ※３方式で実施した第 4 回では，公社理念・

使命の共有だけでなく，職員同士の相互理解が深まり，係間の連携の更

なる強化の気運醸成など今後の事業展開における基礎固めをすることが

できました。  

係や担当ごとの研修にも社内会議等を活用し積極的に取り組みました。

常に情報共有，自己研鑚をすすめ，チームワークを磨きながらより良い

サービスの提供に努めました。  

評価会議では，サービス提供に当たり，作成したプランを評価し，必

要時の調整を行い，利用者に対し適切にサービス提供が行えるよう取り

組みました。  

また，利用者のニーズに合った適切なサービスのあり方や，対応困難

な利用者への支援のあり方などを検討するケースカンファレンスを定期

的に実施することで，各自の支援を振り返る課題抽出と改善の機会とし，

相談援助に携わる職員の資質向上に努めました。  

外部の研修やシンポジウム等に参加し，介護保険制度改正等の情報収

集や職務に関する研鑽をしました。延べ２３４人が１８４回３０８日間

の研修等に参加しました。また，外部研修の伝達研修を係会議等で行い，

参加者以外との共有に努めました。  

※１ 総合的なサービス実践に基づき，幅広い地域ニーズを把握し，分析・研究を

行なうことで，地域社会に必要な資源やサービスは何かを明らかにし，実際にサー

ビスを創出するシステム  

※２ インフォーマル（住民参加型）とフォーマル（介護保険制度等）の異なる二

つの性質のサービスを一体的に提供していること  

※３ テーマを決め，カフェのようなリラックスできる雰囲気の中でメンバーの組

み合わせを変えながら，４～５人程度の小グループで話し合いを続けることにより，

あたかも参加者全員が話し合っているような効果が得られる会議の方法  
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（１）公社内研修  

 事業名 事業目的 実施内容 評価 

理念・使命

研修  

公益法人職員で

あることの自覚

を持って地域福

祉の向上に取り

組むことのでき

る人材を育成す

る 

事前研修「公社が推進してきた

循環型システムについて」を 8

月までに係ごとで実施した。そ

の後 4 回に渡り公社全職員

120 人余を対象に全体研修を

行った。 

①9 月 12 日(木) 

「ゆうあい福祉公社の歴史を

振り返る」シンポジウム 

講師等：斉藤順子氏（元事務局

長）・和田房子氏（公社理事，

元事務局長）・土屋典子氏（立

正大学専任講師，元職員） 

②10 月 25 日（金） 

「今，地域福祉を推進する上で

公社に求められていること」講

義とグループ討議 

講師：小林良二氏（東洋大学教

授） 

③11 月 13 日（水） 

「調布市がゆうあい福祉公社

に期待すること」講義 

講師：山本雅章氏（福祉健康部

長） 

④2 月 4 日（火） 

「公社だからできたこと，でき

ること」ワールドカフェ方式の

グループ討議 

欠席者は①～③についてはビ

デオ受講をした。 

職 員 一 人 ひ と

り が そ れ ぞ れ

の仕事の中で，

そ の 公 益 性 と

は 何 か を 改 め

て 問 い 直 す 機

会 と な り ， 理

念・使命を共有

し，公社内で連

携 す る 意 識 が

高 ま っ た こ と

で 今 後 の 事 業

展 開 に お け る

基 礎 固 め が で

きた。 

係 会 議 ( ミ

ーティング

(ＭＴ))と研

職員間の情報共

有，必要な知識

の習得及び技術

係会議等で係内の課題の検討

協議，情報共有，外部研修の共

有等を実施した。 

課題や目標を

再確認し，情

報を共有する
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修の実施 の向上を図り，

円滑に業務を遂

行する。 

また，全体の職員会議を活用

し，「起案文書の書き方」「文書

の書き方」「公社の会計」につ

いて 5 回の研修を行った 

・地域包括支援センター係 

係ＭＴ：月 1 回 

・住民参加推進係 

係ＭＴ：月 2 回 

食事サービス担当者会議，ホー

ムヘルプ担当者会議：各月 1 回 

・国領ディサービス係 

職員会議，各フロア会議，フロ

アキャップ会議，相談員会議：

各月 1 回 

・デイサービスぷちぽあん係 

職員会議：月 1 回 

・居宅支援係 

係ＭＴ：月 2 回 

・訪問介護係職員会議，班会

議：月 1 回 

サービス提供者会議：週 1 回 

・新規入職者研修 

公社全体の研修後，係ごと，職

種ごとに新人研修計画に沿っ

て，段階を踏み習得の確認と評

価を行いながら実務研修を進

めた。 

ことで，業務

の効率化，職

員の資質向上

に つ な が っ

た。 

評価会議 

 

ケアプランと各

種介護計画が適

切であるか，複

数の専門職の目

で評価し，改善

を図ることによ

ってサービスの

質を向上する。 

住民参加推進係ホームヘルプ

担当，地域包括支援センター

係，居宅支援係の MT では，支

援の難しい利用者や，新規利用

者について相談職が発表し，互

いに支援について助言をし，情

報共有及び今後の方向性につ

いて確認を行った。 

ケアプランの

作成が，より

適切になり，

サービスの質

が向上し，よ

り良い支援に

つながった。 
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ケースカン

ファレンス 

支援が難しい事

例検討を通して

問題の解決の方

法を学ぶ。また，

職員の資質，能

力 の 向 上 を 図

る。 

担当事例について事例発表し，

参加者でディスカッションを

行う中で，自らの援助を振り返

り，他者からの意見を聞いた。

また，市内の外部関係機関にも

積極的に参加を促した。平成

26 年 1 月と 2 月は外部のスー

パーバイザーを招き実施した。 

月 1 回実施 

・参加職員：相談職・看護職（住

民参加推進係，地域包括支援セ

ンター係，居宅支援係等） 

・外部参加者：延べ８人 

・スーパーバイザー：2 人 

詳細：別表４参照  

援助者が新た

な視点を獲得

することがで

き，スキルア

ップにつなが

った。 

外部関係者が

参加すること

で，より広い

視点での事例

検 討 が で き

た。また，外

部参加者の援

助技術の向上

について支援

ができた。 

 

別表３ 係内研修  

係 実施月 内容 

地域包括支援セ

ンター係 
2 月 「権利擁護事例検討」研修 

国領デイサービ 

ス係 

6 月  プライバシー 

9 月   倫理規定 

11 月 感染症 

12 月 認知症 

1 月  身体拘束・虐待 

２月 事故発生時対応 

デイサービスぷ

ちぽあん係 

5 月 非常災害時の対応 

6 月 感染症発生の予防及び蔓延の防止 

7 月 身体介護（入浴・清拭・排泄） 

10 月 苦情・相談・事故マニュアル見直し・検討 

11 月 感染症（インフルエンザ・ノロウィルス） 

12 月 医療ニーズを見逃さないケアを学ぶ 

1 月 非常災害時(火災・地震) 
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2 月 法令遵守 

3 月 個人情報保護・身体拘束 

居宅支援係 

4 月 

認知症の周辺症状に対する精神科治療について 

遺品整理の現場から学ぶ～最期まで孤立しないため

に～ 

6 月 
暮らしと個人情報（最期の時を自宅で迎えるときの

介護者に必要な心構えのケア） 

7 月 緩和ケアと在宅医療 

10 月 認知症の治療，苦情対応 

11 月 認知症患者と医療との連携，エンドオブライフ 

12 月 感染症予防 

2 月 高齢者虐待 

2 月 地域包括ケアシステム 

3 月 認知症連携パス 

訪問介護係 

 

4 月 法令遵守，手引き（理念，心得，業務分担等） 

5 月 緊急時，災害時の対応 

6 月 食中毒予防 

7 月 生活援助（調理） 

8 月 身体介護（排泄） 

9 月 訪問介護記録について 

10 月 コミニュケーション・スキル 

11 月 服薬管理 

12 月 精神障害者，困難ケースへの対応 

1 月 感染症（結核） 

2 月 認知症ケア ”ユマニチュード” 

3 月 個人情報保護・ヒューマンエラー・自己評価 

 

別表４ ケースカンファレンス実施状況  

実施日 内容（テーマ） 

4 月 17 日（水） 66 歳で難病と統合失調症のある単身女性の支援について 

6 月 19 日（水） 世帯の支援計画を考える  

7 月 17 日（水） 身寄りのない認知症の人の支援について 

8 月 21 日（水） 
地域包括支援センター職員としてケアマネ支援を行なう際に戸惑っ

た事例 
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9 月 18 日（水） 障害を持つキーパーソンと高齢利用者への支援について  

10 月 16 日（水） 複数の問題を抱えるケースの支援を考える 

11 月 20 日（水） 介護放棄があった高齢世帯の在宅継続希望 

12 月 18 日（水） 長くケアマネ不在の夫婦にケアマネとして関わるようになったケース 

1 月 30 日（木） 
身寄りのない高齢姉妹の今後の支援について   

スーパーバイザー：石山淳一氏（精神科医）  

2 月 19 日（水） 
利用料滞納（経済的搾取の疑い）のある利用者支援について 

スーパーバイザー：川手智子氏（高齢者支援室支援センター係長） 

3 月 19 日（水） 住民参加型ソーシャルワーカーとして今後の関わりについて 

※5 月はケースカンファレンスではなく，相談職向けに理念・使命研修を実施。 

※ケースカンファレンスの後の全体会（住民参加推進係・居宅支援係・地域包括

支援センターの相談職）で「ケースカンファレンスについて」，「相談援助職なら

びに介護支援専門員の倫理規定」の研修を行った。 

 

（２）外部研修の受講 

目的  内容 評価 

業 務 遂 行 に 必

要な知識・技術

を 得 る と と も

に 情 報 収 集 を

行い，公社運営

を円滑にする。 

介護職の研修，各種相談職の研修，その他管

理・運営に関する研修，パソコン研修，職層

研修に延べ 234 人が 184 回 308 日間の研

修等に参加した。 

平成 27 年 4 月の介護保険改正を見据え，管

理・運営に関する研修への参加が多くなっ

た。また，職層研修については，東京都社会

福祉協議会の福祉職員職務階層別研修を取

り入れ，管理職・係長職など職責に応じた研

修を受けられるようにした。 

研修の成果を職員会議や係内会議等で伝達

に努めた。 

職員が，業務に

必要な知識や

技術の研修を

受けることに

よって，よりよ

いサービスを

提供すること

ができた。 
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１８ 役員等・会議に関する事項  

(１)役員・評議員  

ア 理事・監事         (平成 2６年 3 月 31 日現在) 

役 職 名 氏  名 役 職 名 氏  名 

理 事 長 長島 敏明 理 事 山口 征子 

副 理 事 長 石原 敏子 理 事 香川 草平 

常 務 理 事 風間 政二 監 事 植松 充子 

理 事 畠山 敏子 監 事 平田 美智子 

理 事 和田 房子 

 

イ 評議員       (平成 2６年 3 月 31 日現在) 

氏  名 氏  名 氏  名 

西田 伸一 斉藤 光雄 柴崎 弓子 

小川 時雄 新川 太計子 古屋 紀子 

小西 健博 山本 雅章 
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(２)会議の開催 

ア 理事会 

開催日 時  間 
出席 

人数 
件     名 結 果 

第 1 回 

４月 24 日 

 

 

 

 

 

第 2 回 

９月 2６日 

 

 

 

 

 

第 3 回 

1 月 23 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4 回 

3 月 20 日 

午後 3 時 25 分～

午後 4 時 30 分 

 

 

 

 

 

午後 3 時 28 分～

午後 4 時 35 分 

 

 

 

 

 

午後 3 時 30 分～ 

午後 4 時 40 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午後 3 時 30 分～ 

午後 4 時 32 分 

６人 

 

 

 

 

 

 

6 人 

 

 

 

 

 

 

５人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５人 

 

 

 

 

専決処分について(平成 24 年度収支補正予

算(第 3 号)) 

平成 24 年度事業報告(案)について 

平成 24 年度収支決算(案)について 

評議員候補者の選任について 

定時評議員会に提出する議案について 

 

専決処分について(平成 25 年度収支補正予

算(第１号)) 

平成 25 年度収支補正予算(第２号)(案)につ

いて 

経営状況の報告について 

基本財産の運用状況について 

 

専決処分について(給与規程の改正) 

会計規程の改正(案)について 

会計処理規程の改正(案)について 

契約事務規程の制定(案)について 

事案決裁規程の改正(案)について 

職員就業規則の改正(案)について 

嘱託職員等就業規則の改正(案)について 

ホームヘルパー就業規則の改正(案)について 

職員再雇用に関する規程の改正(案)について 

高齢者雇用規程の改正(案)について 

資産運用規程の改正(案)について 

理事会運営規程の制定(案)について 

第 1 回臨時評議員会の招集について 

第 1 回臨時評議員会に提出する議案について 

経営状況の報告について 

平成 26 年度事業計画(案)について 

平成 26 年度収支予算(案)について 

 

専決処分について(平成２５年度収支補正予

算(第３号)) 

衛生管理に関する規程の改正(案)について 

処務規程の改正(案)について 

印章規程の改正(案)について 

高年齢者雇用規程の改正(案)について 

平成２６年度事業計画(案)について 

平成２６年度収支予算(案)について 

第１回臨時評議員会に提出する議案(追加)

について 

承 認 

 

可 決 

可 決 

可 決 

可 決 

 

承 認 

 

可 決 

 

報 告 

報 告 

 

承 認 

可 決 

可 決 

可 決 

可 決 

可 決 

可 決 

可 決 

可 決 

可 決 

可 決 

可 決 

可 決 

可 決 

報 告 

協 議 

協 議 

 

承 認 

 

可 決 

可 決 

可 決 

可 決 

可 決 

可 決 

可 決 
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イ 評議員会 

開催日 時  間 
出席

人数 
件     名 結 果 

定時評議員

会 

5 月 9 日 

 

第 1 回 

臨時評議員

会 

3 月 28 日 

午後 3 時 30 分～

午後 4 時 44 分 

 

 

午後 3 時 29 分～

午後 4 時 33 分 

８人 

 

 

 

８人 

評議員の選任について 

平成 24 年度事業報告について 

平成 24 年度収支決算について 

 

評議員会運営規程の制定(案)について 

役員等の報酬等及び費用弁償に関する規程

の改正(案)について 

平成 26 年度事業計画について 

平成 26 年度収支予算について 

可 決 

可 決 

可 決 

 

可 決 

可 決 

 

報 告 

報 告 

 



 

７０ 

 

１９ 事業報告書付属明細書について  

 

該当なし  

 

 


